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は
じ
め
に

　

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
四
月
に
開
催
し
た
特
別
展
「
江
戸
の
街
道
を
ゆ
く
～

将
軍
と
姫
君
の
旅
路
～
」
に
お
い
て
は
、
館
蔵
の
婚
礼
行
列
絵
巻
や
婚
礼
道
具
な
ど

か
ら
、
徳
川
将
軍
家
正
室
の
江
戸
下
向
に
つ
い
て
分
析
し
た
１
。
し
か
し
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
の
通
り
、
姫
君
だ
け
で
な
く
、
将
軍
の
上
洛
や
日
光
社
参
な
ど
も
含
め
て
内

容
を
構
成
し
た
こ
と
や
館
蔵
資
料
の
み
の
展
覧
会
だ
っ
た
た
め
、
十
分
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

徳
川
将
軍
の
正
室
（
御
台
所
）・
生
母
・
世
子
の
夫
人
は
、
幕
藩
の
贈
答
儀
礼
の

中
心
的
存
在
で
、
亡
く
な
る
と
鳴
物
停
止
令
や
叙
位
・
贈
位
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
公
的
・
国
家
的
な
存
在
で
あ
っ
た
２
。
正
室
の
婚
礼
に
つ
い
て
は
、
全
体
を
概

観
し
た
山
本
博
文
氏
３
と
柳
田
直
美
氏
４
の
研
究
が
あ
る
。
個
々
の
事
例
は
、
八
十

宮
（
七
代
家
継
）５
、
茂
姫
（
寔
子
。
十
一
代
家
斉
）
と
篤
君
（
敬
子
。
十
三
代
家

定
継
室
）６
、
和
宮
（
十
四
代
家
茂
）７
に
関
す
る
研
究
が
多
く
を
占
め
て
い
る
が
、

八
十
宮
と
和
宮
は
皇
女
、
茂
姫
と
篤
君
は
薩
摩
藩
島
津
家
出
身
で
、
将
軍
家
と
島
津

家
の
婚
礼
に
つ
い
て
両
者
が
あ
わ
せ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
特
に
篤
君
は
家

定
の
三
番
目
の
正
室
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
四
人
に
つ
い
て
は
通
常
の
事
例
と
は

異
な
る
も
の
で
あ
る
。
近
年
、
将
軍
の
子
女
と
大
名
家
、
公
家
と
大
名
家
と
の
婚
礼

に
関
す
る
研
究
は
、
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
将
軍
家
の
正
室
に
関
わ

る
婚
礼
に
つ
い
て
は
、先
に
挙
げ
た
三
例
以
外
は
研
究
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

通
常
の
事
例
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

将
軍
家
は
家
系
の
貴
種
化
を
求
め
、
正
室
に
は
摂
関
家
か
宮
家
か
ら
迎
え
る
の
を

基
本
と
し
た
。
京
を
出
発
し
て
街
道
を
通
行
し
、
江
戸
に
向
か
う
正
室
一
行
の
様
子

は
、
将
軍
家
の
正
室
に
ふ
さ
わ
し
く
華
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
将
軍
の
正
室
が
通

行
す
る
た
め
、
街
道
や
宿
場
は
相
応
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
研
究
は
和
宮

降
嫁
時
の
事
例
以
外
に
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
下
向
の
様
子
は
、
婚
礼
行

列
絵
巻
に
描
か
れ
、
現
存
数
は
少
な
い
が
、
将
軍
家
正
室
の
婚
礼
を
研
究
す
る
う
え

で
は
貴
重
な
資
料
と
言
え
る
。
し
か
し
、
展
覧
会
で
展
示
す
る
こ
と
や
個
別
の
研
究

は
あ
っ
て
も
、
比
較
し
た
研
究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
８
。

　

本
稿
で
は
、
将
軍
家
正
室
の
婚
礼
を
概
観
し
た
う
え
で
、
楽
宮
（
十
二
代
家
慶
）

と
有
君
（
十
三
代
家
定
）
の
事
例
か
ら
、
婚
礼
に
か
か
わ
る
朝
廷
や
、
女
性
の
生
家
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の
動
向
や
行
列
を
迎
え
る
宿
場
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
江
戸
下
向
の
様
子
が
描
か
れ
た
婚
礼
行
列
絵
巻
を
分
析
す
る
こ

と
と
す
る
。

一　

徳
川
将
軍
家
の
正
室

　

ま
ず
、
将
軍
家
正
室
に
つ
い
て
、
出
自
な
ど
を
概
観
す
る
。【
表
１
】
は
徳
川
将

軍
家
の
正
室
一
覧
で
あ
る
。
初
代
家
康
と
二
代
秀
忠
は
、
豊
臣
政
権
期
に
婚
礼
が
行

わ
れ
て
い
る
た
め
、
将
軍
家
の
婚
礼
と
し
て
は
除
く
。
こ
の
表
を
見
る
と
、
計
十
五

人
の
う
ち
出
身
は
、天
皇
家
が
二
人
、摂
家
は
八
人
（
鷹
司
家
三
人
、近
衛
家
三
人
〈
う

ち
二
人
は
養
女
〉、一
条
家
二
人〈
う
ち
養
女
一
人
〉）、宮
家
が
五
人（
伏
見
宮
家
三
人
、

閑
院
宮
家
一
人
、
有
栖
川
宮
家
一
人
）
と
わ
か
る
９
。
近
衛
家
の
養
女
は
、
茂
姫
と

篤
君
で
、
両
者
と
も
薩
摩
藩
島
津
家
の
出
身
だ
が
、
大
名
家
か
ら
将
軍
家
へ
輿
入
れ

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
摂
関
家
の
近
衛
家
の
養
女
と
な
っ
て
か
ら
将
軍
家
に

迎
え
ら
れ
た
。
近
衛
家
は
中
世
以
来
、
島
津
家
と
深
い
か
か
わ
り
か
ら
、
島
津
家
の

子
女
を
養
女
と
し
て
格
式
を
高
め
る
役
割
を
担
っ
た

10
。
天
皇
家
出
身
の
二
人
は
、

霊
元
法
皇
の
皇
女
・
八
十
宮
と
仁
孝
天
皇
の
皇
女
・
和
宮
に
つ
い
て
は
、
八
十
宮
が

下
向
す
る
前
に
家
継
が
亡
く
な
っ
た
た
め
、
婚
礼
は
実
現
せ
ず
、
実
際
に
下
向
し
た

の
は
和
宮
一
人
で
あ
る
。

　

皇
女
の
降
嫁
は
、
朝
幕
関
係
な
ど
の
政
略
的
な
要
因
が
関
係
し
て
お
り
、
八
十
宮

と
和
宮
の
他
に
も
、
幕
府
は
時
折
望
ん
で
い
る
。
例
え
ば
四
代
家
綱
の
時
に
、
摂
関

家
・
近
衛
基
煕
の
日
記
に
は
「
一
、
厳
有
院
時
、
自
東
福
門
院
被
申
入
、
後
水
尾
院
、

林（
光
子
内
親
王
）

丘
寺
宮
始
名
緋
宮
、
後

西
院
同
腹
宮
也
可
為
御
臺
旨
也
、然
而
両
院
無
御
領
状
相
止
了
、両
院
之
覚
召
、

至
今
日
人
々
奉
感
之
者
也

11
」
と
あ
り
、
幕
府
は
後
水
尾
法
皇
の
皇
女
・
光
子
内
親

王
と
の
婚
礼
を
望
ん
だ
が
、
法
皇
ら
の
反
対
に
よ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た

12
。
ま
た
、

「
一
、将
軍
家
息
家
治
簾
中
ノ
た
め
、桜
町
院
女
二
宮
緋
宮
関
東
へ
被
申
受
事
有
堅
密
々

事
有
、
併
何
に
て
も
不
被
遣
、
依
之
院
御
所
御
近
キ
親
王
家
姫
ニ
て
閑
院
五
十
宮
ト

受
ル

13
」
と
桜
町
天
皇
の
第
二
皇
女
・
緋
宮
（
後
の
後
桜
町
天
皇
）
を
十
代
家
治
の

正
室
に
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
朝
廷
側
の
反
対

に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
果
、
桜
町
天
皇
の
血
縁
で
近
い
親
王
家
の
子
女
と
し

て
、
五
十
宮
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

将
軍
家
は
武
家
の
棟
梁
と
し
て
、
天
皇
家
と
の
血
縁
関
係
を
構
築
し
て
家
系
の
貴

種
化
を
求
め
た
。
し
か
し
朝
廷
内
の
反
発
が
強
い
た
め
、
結
果
的
に
は
家
格
で
最
上

位
の
摂
関
家
か
、
天
皇
家
と
の
血
縁
関
係
が
あ
る
宮
家
か
ら
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
厳
密
に
定
め
た
の
で
は
な
く
、
慣
例
と
し
て
の
条

件
と
な
っ
た
。

　

宮
家
と
は
、
皇
族
の
な
か
で
時
の
天
皇
と
の
血
縁
の
遠
近
に
関
わ
ら
ず
、
親
王
宣

下
を
受
け
て
親
王
の
身
位
を
保
持
し
続
け
た
家
を
指
す

14
。
そ
の
な
か
で
一
家
を
構

え
、
殿
舎
や
所
領
を
相
続
し
、
家
名
に
あ
た
る
宮
号
を
称
し
て
代
々
親
王
宣
下
を
受

け
た
家
を
世
襲
親
王
家
と
言
う
。
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
四
家
あ
っ
た
こ
と
か
ら
四

親
王
家
と
称
さ
れ
た
。
成
立
順
で
は
、
伏
見
宮
家
、
桂
宮
家
、
有
栖
川
宮
家
、
閑
院

宮
家
で
あ
る
。
親
王
家
の
当
主
や
後
継
者
は
、公
家
が
叙
任
さ
れ
る
官
職
で
は
な
く
、

多
く
は
太
守
、
位
階
は
従
一
位
以
下
で
は
な
く
、
一
品
な
ど
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
格

式
の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
的
に
親
王
家
は
、
皇
位
継
承
に
か
か
わ
る
天
皇
か

ら
の
諮
問
以
外
に
は
、
朝
儀
へ
の
参
加
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
摂
関
家

と
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
以
降
に
藤
原
北
家
か
ら
分
か
れ
た
、
近
衛
・
九
条
・
一
条
・

二
条
・
鷹
司
を
指
す
。
元
来
は
近
衛
・
九
条
の
二
流
で
、
近
衛
よ
り
分
か
れ
た
の
が

鷹
司
、
九
条
よ
り
分
か
れ
た
の
が
二
条
・
一
条
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
格
差
は
な
い
。
こ

の
五
家
が
、
交
代
で
摂
関
に
就
任
し
、
朝
廷
の
統
制
に
努
め
た
。

　

摂
関
家
と
宮
家
の
格
式
に
つ
い
て
は
、「
禁
中
並
公
家
中
諸
法
度
」の
第
二
条
に「
三

公
之
下
親
王
、
其
故
者
、
右
大
臣
不
比
等
、
着
舎
人
親
王
之
上
、
殊
舎
人
親
王
、
仲

野
親
王
、
贈
太
政
大
臣
穂
積
親
王
准
右
大
臣
、
是
皆
一
品
親
王
以
後
、
被
贈
大
臣
時

者
、
三
公
之
下
、
可
為
勿
論
歟
、
親
王
之
次
、
前
官
之
大
臣
、
三
公
、
在
官
之
内
者
、

雖
為
親
王
之
上
、
辞
表
之
後
者
、
可
為
次
座
、
其
次
者
諸
親
王
、
但
、
儲
君
者
格
別
、
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【表１】徳川将軍家正室一覧

将軍 将軍就任年 名 出身 呼称 儀式等の日付 実父（養父）

1 家康 慶長 8 年（1603）
築山殿 武家 （御台所） 弘治 3 年（1557）正月 15 日婚礼 関口親永

朝日（旭）姫 武家 （御台所） 天正 13 年（1585）5 月 14 日浜松城へ入輿
筑阿弥

〈木下弥右衛門の妹〉

2 秀忠 慶長 10 年（1605） 達子・江 武家 御台所
文禄 4 年（1595）縁組
同年 9 月 17 日伏見邸へ入輿

浅井長政（豊臣秀吉）

3 家光 元和 9 年（1623） 孝子・中丸殿 摂関家 御台所
元和 9 年（1623）12 月 20 日西丸入輿
寛永 2 年（1625）8 月 9 日婚礼

鷹司信房

4 家綱 慶安 4 年（1651） 浅宮顕子 宮家 御台所
明暦 3 年（1657）4 月 23 日入輿
同年 7 年 10 日婚礼

伏見宮貞清親王

5 綱吉 延宝 8 年（1680） 信子 摂関家
御簾中

→御台所

寛文 3 年（1663）10 月 15 日縁組
寛文 4 年（1664）9 月 21 日神田橋御殿入輿
同日婚礼

鷹司教平

6 家宣 宝永 6 年（1709） 煕子・照姫 摂関家
御簾中

→御台所

延宝 7 年（1679）6 月 19 日縁組
同年 12 月朔日桜田御殿へ入輿
同年 12 月 18 日婚礼

近衛基煕

7 家継 正徳 3 年（1713） 八十宮吉子 天皇家 御台所 正徳 5 年（1715）10 月 16 日縁組 霊元法皇

8 吉宗 享保元年（1716） 真宮理子 宮家 御簾中
宝永 3 年（1706）3 月 27 日江戸赤坂邸へ入輿
同年 9 月 25 日縁組
同年 11 月朔日婚礼

伏見宮貞致親王

9 家重 延享 2 年（1745） 比宮培子 宮家 御簾中
享保 16 年（1731）5 月 7 日西丸へ入輿
同年 5 月 18 日縁組
同年 12 月 15 日婚礼

伏見宮邦永親王

10 家治 宝暦 10 年（1760） 五十宮倫子 宮家
御簾中

→御台所

寛延 2 年（1749）3 月 19 日本丸へ入輿
宝暦 3 年（1753）11 月 11 日縁組
宝暦 4 年（1754）12 月朔日婚礼

閑院宮直仁親王

11 家斉 天明 7 年（1787） 寔子・茂姫
武家

（摂関家）
御台所

安永 5 年（1776）7 月 18 日縁組
寛政元年（1789）2 月 4 日婚礼

島津重豪（近衛経煕）

12 家慶 天保 8 年（1837） 楽宮喬子 宮家
御簾中

→御台所

文化元年（1804）9 月 21 日入輿
文化 5 年（1808）11 月 15 日縁組
文化 6 年（1809）12 月朔日婚礼

有栖川宮織仁親王

13 家定 嘉永 6 年（1853）

任子・有君（有姫） 摂関家 御簾中
天保 2 年（1831）9 月 15 日入輿
天保 12 年（1841）5 月 28 日縁組
同年 11 月 21 日婚礼

鷹司政煕（鷹司政通）

秀子・寿明君（寿明姫） 摂関家 御簾中
嘉永 2 年（1849）10 月 3 日入輿
同年 10 月 5 日縁組
同年 11 月 21 日婚礼

一条忠良

敬子・篤君（篤姫）
武家

（摂関家）
御台所

安政 3 年（1856）2 月 28 日縁組内定
同年 11 月 11 日入輿
同年 12 月 18 日婚礼

島津忠剛
（島津斉彬・近衛忠熙）

14 家茂 安政 5 年（1858） 和宮親子 天皇家 （御台所）
万延元年（1860）11 月朔日縁組
同年 12 月 11 日本丸入輿
文久 2 年（1862）2 月 11 日婚礼

仁孝天皇

15 慶喜 慶応 2 年（1866） 美賀子・延姫
清華家　

（摂関家）

御簾中
→御台所

→（御簾中）

安政 2 年（1855）10 月 5 日本丸入輿
同年 11 月 11 日一橋邸へ移徙
同年 11 月 15 日結納同年 12 月 2 日婚礼

今出川公久（一条忠香）

柳田直美「将軍家の婚姻―将軍正室と姫君の入輿―」公益財団法人 德川記念財団・東京都江戸東京博物館編『徳川将軍家の婚礼』2017 をもとに、改変
して作成した。
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前
官
大
臣
、
関
白
職
再
任
之
時
者
、
摂
家
之
内
、
可
為
位
次
事
、15
」
と
あ
る
よ
う
に
、

太
政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
は
親
王
よ
り
も
座
位
が
上
に
あ
る
こ
と
が
明
文
化
さ

れ
て
い
る
。
摂
関
家
の
下
に
は
、
太
政
大
臣
を
極
官
と
す
る
清
華
家
が
い
る
が
、
そ

の
間
に
は
格
差
が
あ
り
、
将
軍
家
の
婚
礼
に
は
清
華
家
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

さ
ら
に
、
正
室
の
出
身
に
よ
っ
て
、
呼
称
も
異
な
っ
た
。
結
婚
を
公
に
す
る
縁
組

が
披
露
さ
れ
る
と
、
宮
家
の
場
合
は
「
姫
宮
」、
摂
家
の
場
合
は
「
姫
君
」
と
称
す

よ
う
、
御
触
書
な
ど
で
伝
え
ら
れ
た

16
。
京
で
は
将
軍
家
へ
嫁
ぐ
前
に
も
摂
関
家
と

宮
家
の
子
女
が
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
個
別
に
は
そ
の
呼
称
に
従
っ
て
い
く
。
全
体
を
表
す

場
合
は
便
宜
上
「
正
室
」
と
す
る
。
婚
礼
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
と
、
夫
が
将
軍
就
任

前
で
あ
れ
ば
、「
御
簾
中
」、
将
軍
在
任
で
あ
れ
ば
「
御
台
所
」
と
称
さ
れ
る
こ
と

と
な
る

17
。
つ
ま
り
将
軍
家
正
室
の
呼
称
は
三
段
階
あ
り
、
①
「
姫
宮
」・「
姫
君
」 

②
「
御
簾
中
」
③
「
御
台
所
」
で
、
②
は
称
さ
れ
ず
、
①
→
③
の
流
れ
も
あ
る
が
、

基
本
的
順
序
は
こ
の
通
り
と
な
る
。
た
だ
し
和
宮
は
例
外
で
、
孝
明
天
皇
の
勅
旨
に

よ
り
、「
御
台
所
」
で
は
な
く
、「
和
宮
様
」
に
変
更
と
な
っ
た
。

　

縁
組
の
披
露
後
、呼
称
を
御
触
書
な
ど
で
広
め
た
こ
と
は
、将
軍
家
や
正
室
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
合
い
を
持
つ
。
つ
ま
り
そ
れ
は
将
軍
家
の
女
性
と
し
て
、
公
的
・
国

家
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
言
え
る
。
京
で
呼
ば
れ
た

「
姫
君
」・「
姫
宮
」
と
は
意
味
合
い
が
異
な
る
の
で
あ
る
。

二　

婚
礼
の
準
備
と
正
室
の
下
向

　

本
章
で
は
、
十
二
代
家
慶
に
嫁
い
だ
楽
宮
を
事
例
か
ら
、
正
室
の
江
戸
下
向
ま
で

の
動
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
楽
宮
は
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
六
月
十
四
日

に
有
栖
川
宮
織
仁
親
王
の
第
八
王
女
と
し
て
誕
生
す
る
。
生
母
は
織
仁
親
王
の
女

房
・
高
木
敦
子
。
十
二
代
家
慶
と
の
婚
礼
の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
の
が
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
頃
で
あ
る
。
恐
ら
く
朝
幕
間
で
内
々
に
話
が
進
め
ら
れ
た
が
、
そ
の

内
容
は
不
明
で
あ
る
。

　

織
仁
親
王
が
八
月
二
日
に
楽
宮
と
家
慶
の
婚
礼
に
つ
い
て
、
光
格
天
皇
と
後
桜
町

天
皇
の
御
所
へ
参
内
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
有
栖
川
宮
家
へ
は
そ
れ
以
前
に
は
内
々

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
同
十
一
日
に
は
、
有
栖
川
宮
家
の
役
方
の
み
が
知
ら
さ
れ
、

九
月
三
日
に
正
式
に
家
中
に
伝
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
同
日
、
有
栖
川
宮
家
の
諸
大

夫
・
藤
木
木
工
頭
成
崇
を
通
し
て
、
近
衛
家
の
円
台
院
へ
も
婚
礼
に
つ
い
て
報
告
を

し
て
い
る
。
円
台
院
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
ろ
う
か
。【
図
１
】
の
系
図
を
見
る

と
、
円
台
院
は
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
の
娘
（
織
仁
親
王
の
異
母
妹
）
の
薫
子
女
王
の

こ
と
で
、
摂
関
家
の
近
衛
経
煕
の
正
室
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
経
煕
と
円
台
院
の
養
女

楽宮喬子

（ ）

経煕

【図１】徳川家・近衛家・有栖川宮家関係系図
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に
は
、
十
一
代
家
斉
と
結
婚
し
た
茂
姫
が
い
る
。
彼
女
は
島
津
重
豪
の
娘
だ
が
、
経

煕
の
養
女
と
な
っ
て
か
ら
、
将
軍
家
へ
嫁
い
だ
人
物
で
あ
る
。「
有
栖
川
宮
御
家
系
」

に
は
「
此
以
前
御
内
々
之
儀
従
圓
臺
院
宮
御
通
路

18
」
と
あ
り
、
こ
の
関
係
性
を
考

え
れ
ば
、
円
台
院
が
次
期
将
軍
の
正
室
を
斡
旋
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た

19
。
た

だ
し
、
円
台
院
が
率
先
し
て
斡
旋
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
将
軍
家
の
婚
礼
は
幕
府

主
導
で
行
わ
れ
た
た
め
、
茂
姫
や
幕
府
側
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、
家
慶
と
の

年
齢
を
考
慮
し
て
彼
女
が
楽
宮
を
推
薦
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

十
一
月
十
一
日
に
は
、
京
都
所
司
代
の
青
山
忠
裕
が
織
仁
親
王
へ
楽
宮
の
下
向
に

関
し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　
【
史
料
一
】「
有
栖
川
宮
日
記
」
享
和
三
年
十
一
月
十
一
日
条

20

　

�

楽
宮
御
方
先
達
而
御
内
々
よ
り
被
仰
進
候
通
、
大（

徳
川
家
慶
）

納
言
様
江
可
為
御
入
輿
候
、
依

之
来
年
九
月
中
先
関
東
江
御
下
向
、
御
本
丸
大
奥
江
被
為
入
候
様
可
遊
候
、
尤
御

入
輿
之
儀
者
追
而
之
御
沙
汰
た
る
へ
く
候
、
諸
事
随
分
軽
く
被
成
候
而
御
旅
行
候

様
可
被
遊
候
、
此
段
私
参
上
可
申
上
之
旨
被
仰
出
候
付
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　

十
一
月
十
一
日　
　
　
　

青
山
下
野
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
包
美
濃
紙

　

幕
府
は
楽
宮
の
下
向
時
期
に
つ
い
て
、「
来
年
九
月
」
＝
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

九
月
と
し
、
江
戸
城
入
輿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
追
っ
て
沙
汰
す
る
が
、
道
具
な
ど

諸
々
は
「
随
分
軽
く
」
す
る
よ
う
申
し
伝
え
た
。
将
軍
家
の
娘
の
婚
礼
は
、
享
保
期

に
「
減
省
」
し
、
十
代
家
治
の
養
女
・
種
姫
の
婚
礼
時
に
「
万
端
御
手
軽
」
と
し
、

十
一
代
家
斉
娘
・
峯
姫
の
婚
礼
を
境
に
、
省
略
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

21
。
享
和

三
年
（
一
八
〇
三
）
六
月
に
縁
組
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
二
月
に
結
納
が
行
わ

れ
た
が
、
楽
宮
の
婚
礼
時
期
と
重
な
る
。
こ
の
時
期
か
ら
将
軍
の
娘
だ
け
で
な
く
、

将
軍
家
に
か
か
わ
る
婚
礼
は
「
万
端
軽
く
」
と
い
う
傾
向
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　

下
向
の
時
期
が
決
定
す
る
と
、
有
栖
川
宮
家
で
は
そ
の
準
備
を
進
め
る

22
。
二
月

に
、
楽
宮
が
道
中
で
使
う
道
具
類
な
ど
に
関
す
る
仕
様
に
つ
い
て
、
京
都
町
奉
行
所

は
事
情
を
よ
く
知
る
大
奥
に
尋
ね
、
そ
れ
を
も
と
に
有
栖
川
宮
家
へ
伝
え
た
。
呉
服

を
準
備
し
、
そ
の
取
合
せ
も
持
参
す
る
こ
と
、
道
具
は
道
中
で
使
用
す
る
手
道
具
で

済
み
、
新
規
で
は
な
く
有
合
せ
の
も
の
を
準
備
す
る
こ
と
、
道
具
に
は
有
栖
川
宮
の

菊
紋
を
付
け
る
こ
と
、
乗
物
は
網
代
に
鋲
を
打
ち
、
黒
塗
に
蒔
絵
を
す
る
こ
と
な
ど

で
あ
っ
た
。

　

同
年
三
月
に
は
、
大
坂
に
あ
る
幕
府
の
御
蔵
か
ら
仕
度
金
と
し
て
金
三
千
両
が
渡

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
有
栖
川
宮
家
は
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
大
火
で
宮
邸
が
類

焼
し
、
狭
隘
と
な
っ
た
た
め
増
築
し
、
か
つ
道
具
類
な
ど
を
新
調
し
た
た
め
、
経
済

的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
追
加
で
金
二
千
両
を
願
い
出
た
。
幕
府
は
明

後
年
（
文
化
三
年
）
か
ら
十
年
の
年
賦
で
返
済
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
金
千
両
を
貸

し
付
け
た

23
。
楽
宮
の
婚
礼
が
な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
将
軍
家
と
の

婚
姻
に
よ
っ
て
幕
府
か
ら
の
経
済
的
支
援
が
受
け
や
す
く
な
っ
た
と
言
え
る
。ま
た
、

楽
宮
に
随
行
す
る
有
栖
川
家
の
女
中
や
医
師
に
も
別
に
七
百
両
が
支
給
さ
れ
た
。
そ

の
内
訳
は
、
上
臈
二
人
に
金
百
両
ず
つ
、
御
乳
人
に
金
百
両
、
若
衆
四
人
に
七
十
両

ず
つ
、
中
居
に
金
三
十
両
、
半
下
三
人
に
金
十
両
ず
つ
、
医
師
二
人
に
三
十
両
ず
つ

渡
さ
れ
た

24
。

　

こ
の
よ
う
に
準
備
期
間
と
し
て
は
公
に
な
っ
て
か
ら
考
え
る
と
約
一
年
だ
が
、「
諸

事
随
分
軽
く
」
と
は
言
っ
て
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
当
の
本
人

で
あ
る
楽
宮
は
、
嫁
ぐ
こ
と
が
決
ま
っ
た
時
か
ら
、
将
軍
御
台
所
と
し
て
相
応
し
い

人
物
と
し
て
の
教
養
や
行
儀
作
法
を
学
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
軽
く
と
は
い
か
ず
、「
省

略
之
事
可
為
無
用

25
」
と
し
て
、
厳
し
い
稽
古
が
行
わ
れ
た
。

　

一
方
で
楽
宮
が
出
発
す
る
二
か
月
前
、
幕
府
は
楽
宮
を
警
護
す
る
た
め
の
御
迎
役

人
た
ち
を
派
遣
し
た
。
御
徒
目
付
三
人
、
御
広
敷
添
番
三
人
、
御
小
人
目
付
六
人
な

ど
が
先
発
し
て
京
に
向
か
い
、
八
月
七
日
に
戸
田
の
渡
し
を
通
行
し
た
。
続
い
て
留
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守
居
の
松
浦
越
前
守
信
桯
、
広
敷
用
人
の
東
條
信
濃
守
長
祇
、
目
付
の
土
屋
帯
刀
、

使
番
の
石
野
新
左
衛
門
な
ど
総
勢
百
名
が
通
行
し
た
。
松
浦
な
ど
と
共
に
、
将
軍
付

の
上
臈
御
年
寄
の
歌
橋
（
武
家
伝
奏
・
千
種
有
政
の
娘
）
も
同
行
し
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る

26
。

　

そ
の
後
、
七
月
十
六
日
に
楽
宮
の
出
発
日
が
九
月
三
日
と
決
定
し
、
八
月
十
九
日

に
祇
園
社
で
首
途
之
儀
を
行
い
、
九
月
三
日
卯
刻
（
午
前
六
時
頃
）
に
江
戸
へ
出
発

し
た
。
発
輿
当
日
、
楽
宮
は
有
栖
川
宮
家
の
屋
敷
を
出
た
後
、
日
之
門
（
建
春
門
）

の
前
を
通
り
、
清
和
院
門
か
ら
寺
町
通
り
を
南
へ
、
三
条
通
り
を
東
へ
通
行
し
て
中

山
道
へ
入
っ
た
。

　

将
軍
の
正
室
計
十
八
人
の
う
ち
、
初
代
家
康
、
二
代
秀
忠
、
七
代
家
継
の
御
台
所

を
除
い
た
十
四
人
が
京
都
か
ら
江
戸
に
下
向
し
た
。
そ
の
う
ち
、浅
宮（
四
代
家
綱
）・

比
宮
（
九
代
家
重
）・
五
十
宮
・
楽
宮
・
有
君
・
寿
明
君
（
十
三
代
家
定
継
室
）・
和

宮
が
中
山
道
を
通
行
し
た

27
。
実
際
に
は
、
鷹
司
信
子
（
五
代
綱
吉
）、
近
衛
煕
子

（
六
代
家
宣
）、
真
宮
（
八
代
吉
宗
）
は
夫
が
将
軍
就
任
以
前
に
嫁
い
で
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
中
山
道
で
江
戸
へ
下
向
し
た
こ
と
に
な
る
。
中
山
道
を
多
用

し
た
理
由
に
は
諸
説
あ
る
が
、
道
の
特
性
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
中
山
道
は
、

山
道
や
峠
道
が
多
い
た
め
道
は
険
し
い
が
、
難
所
は
少
な
い
こ
と
か
ら
ほ
ぼ
日
程
通

り
に
江
戸
に
到
着
で
き
た
。
一
方
で
東
海
道
は
、
険
し
い
道
こ
そ
少
な
い
が
、
気
象

の
影
響
を
受
け
や
す
い
海
沿
い
で
あ
る
ほ
か
、
大
井
川
な
ど
大
き
な
河
川
が
多
く
あ

る
た
め
、
氾
濫
に
よ
る
川
留
め
な
ど
で
到
着
が
遅
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
難
点

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
必
ず
中
山
道
を
通
行
す
る
と
は
限
ら
ず
、
篤
君
は
鹿
児
島
出

発
後
、
陸
路
で
京
へ
向
か
い
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
て
東
海
道
を
通
行
し
た
。
御
油
を

過
ぎ
る
と
本
坂
通
を
経
由
し
、
大
井
川
な
ど
難
所
を
越
え
て
芝
の
薩
摩
藩
邸
に
到
着

し
た

28
。

　

楽
宮
の
場
合
は
、
五
十
宮
に
倣
っ
て
中
山
道
を
通
行
し
た
と
思
わ
れ
、【
図
２
】

が
行
程
ル
ー
ト
で
、
予
定
通
り
九
月
二
十
一
日
に
江
戸
城
本
丸
御
殿
へ
入
城
し
た
。

そ
の
後
、
ま
だ
家
慶
が
将
軍
に
就
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
本
丸
か
ら
西
丸
へ
移
っ

9/21着

9/20

9/19

9/18

9/17

9/16

9/15

9/14

9/13

9/12

9/11

9/10

9/9

9/8

9/7
9/6

9/5

9/4
9/39/3出

波多野富信編『中山道交通史料集2』（吉川弘文館 1984）をもとに作成

鳥居峠

諏訪湖

寝覚の床

太田川

凡例
　楽宮の下向ルート

・日付は宿泊日を示す。

【図２】文化元年楽宮の下向ルート
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た
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
十
一
月
に
御
台
所
・
茂
姫
が
筆
親
を
務
め
て
鉄
漿
始

が
行
わ
れ
、
翌
五
年
十
一
月
十
五
日
に
縁
組
が
発
表
さ
れ
、
姫
宮
と
称
さ
れ
た
。
こ

の
時
の
祝
儀
に
つ
い
て
は
十
万
石
以
上
の
大
名
は
使
札
、
そ
の
他
は
飛
札
と
し
、
幼

少
・
隠
居
・
病
気
の
者
は
、
月
番
老
中
へ
使
者
を
派
遣
し
、
在
邑
で
隠
居
し
て
い
る

者
は
飛
札
を
送
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た

29
。
入
輿
か
ら
四
年
が
経
っ
た
が
、
そ
の
理
由

は
「
大
納
言
様
御
年
頃
ニ
茂
被
為
成
候
ニ
付
楽
宮
御
方
御
縁
組
之
儀
近
々
御
弘
可
被

仰
出
候

30
」
と
あ
り
、
家
慶
が
十
五
歳
に
な
る
ま
で
控
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
同
六
年
五
月
十
九
日
に
結
納
、
十
二
月
朔
日
に
婚
礼
の
儀
式
が
執
り
行
わ

れ
、
御
簾
中
と
な
っ
た
。
こ
こ
ま
で
が
婚
礼
に
関
す
る
一
連
の
流
れ
と
な
る
。

三　

正
室
の
下
向
に
か
か
わ
る
馳
走

　

正
室
ら
が
華
麗
な
行
列
で
道
中
を
通
行
す
る
一
方
で
、
迎
え
る
宿
場
で
は
入
念
な

準
備
が
行
わ
れ
た
。
各
種
の
準
備
は
断
片
的
に
し
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は

馳
走
に
絞
っ
て
考
察
を
進
め
る
。
馳
走
に
つ
い
て
は
、久
留
島
氏
に
よ
る
大
坂
や
京
、

矢
掛
宿
な
ど
に
お
け
る
将
軍
・
大
名
に
対
す
る
馳
走
の
研
究
が
あ
り
、
そ
れ
を
参
考

に
し
つ
つ
、
楽
宮
と
有
君
の
事
例
か
ら
正
室
へ
の
馳
走
や
宿
場
の
動
向
に
つ
い
て
見

て
い
く

31
。

１　

楽
宮
下
向
時
の
宿
場
の
馳
走

　

ま
ず
楽
宮
の
下
向
は
、文
化
元
年
の
三
月
に
道
中
奉
行
か
ら
各
宿
へ
通
達
さ
れ
た
。

そ
の
際
に
、
人
馬
の
継
立
は
、「
寛
延
度
」
つ
ま
り
五
十
宮
の
時
と
同
様
に
、
泊
ま

る
宿
間
で
行
う
こ
と
と
す
る
旨
が
伝
え
ら
れ
た
。
本
格
的
な
準
備
が
始
ま
る
の
は
同

年
七
月
か
ら
で
あ
る
。
宿
場
に
よ
っ
て
準
備
が
で
き
る
料
理
が
異
な
る
た
め
、海
魚
・

塩
肴
・
川
魚
・
鳥
・
干
肴
・
乾
物
・
豆
腐
・
蒟
蒻
・
小
豆
・
蕎
麦
粉
・
青
物
の
各
種

料
理
に
つ
い
て
、
内
容
や
用
意
の
有
無
に
つ
い
て
の
廻
状
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
宿
泊
・

昼
休
・
小
休
の
場
所
な
ど
、
楽
宮
一
行
の
ル
ー
ト
が
各
宿
へ
達
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
準
備
は
、
中
山
道
各
宿
へ
の
廻
状
で
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
す
べ
て
の
宿
に
課
せ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
各
宿
で
は
、
事
前
に
宿
を
管
轄
し
て
い
る
幕
藩
の
役
人
の
検
分
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
指
示
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
準
備
に
加
え
、
各
宿
に
は
姫
君
を
迎
え
る
た

め
の
馳
走
に
つ
い
て
通
達
さ
れ
た
。【
史
料
二
】
は
、
楽
宮
下
向
の
際
に
大
井
宿
へ

出
さ
れ
た
御
触
書
で
、
楽
宮
通
行
時
の
心
得
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
【
史
料
二
】「
楽
宮
様
御
下
向
ニ
付
御
触
書
」『
恵
那
市
史
』
史
料
編

32

　

今
般

　

楽
宮
様
御
下
向
之
節
於
宿
々
左
之
通
可
相
心
得
候

一
、
御
通
以
前
宿
中
掃
除
申
付
、
且
御
入
御
立
之
節
宿
中
為
水
打
可
申
事

一
、�

宿
中
火
之
元
触
候
儀
、
御
通
り
前
日
よ
り
番
人
立
置
昼
夜
共
無
油
断
見
廻
り
、

火
之
元
入
念
其
庄
屋
・
組
頭
も
相
互
ニ
見
廻
り
可
申
事

一
、
宿
中
家
毎
ニ
水
手
桶
其
所
ニ
在
合
を
出
し
并
竹
箒
立
置
可
申
事

　
　
　
　

但
宿
間
之
村
々
手
桶
出
ニ
不
及
候

一
、
宿
中
樋
合
垣（
マ
マ
）松
葉
ニ
て
ゆ
ひ
可
申
子
候
事

一
、
御
本
陣
門
前
左
右
ニ
盛
砂
可
致
事

一
、�

屋
敷
構
へ
長
短
ニ
従
ひ
大
法
弐
・
三
間
置
ニ
盛
砂
い
た
し
、
其
外
宿
内
ハ
立
砂

計
致
候
事

一
、�

御
着
候
節
御
本
陣
何
方
へ
も
不
罷
出
、勿
論
上
之
物
等
も
先
紛
然
之
様
相
見
候
、

此
度
之
儀
ハ
先
々
宿
之
賑
合
聞
合
右
ニ
准
シ
可
申
事

一
、�
御
休
泊
ニ
て
御
供
之
輩
旅
籠
代
上
分
壱
人
ニ
付
百
七
拾
五
文
下
分
壱
人
ニ
付
百

廿
弐
文
、
昼
人
て
之
ハ
右
之
半
減
之
筈
、
尤
上
分
二
汁
三
菜
下
分
一
汁
弐
菜
之

筈

　
　
　

但
旅
籠
銭
払
有
之
候
ハ
ゝ
請
取
、
若
不
相
払
候
共
乞
請
候
儀
不
致
筈

一
、�

御
休
泊
之
宿
々
え
魚
物
・
青
物
・
乾
物
類
并
小
間
物
・
料
紙
・
筆
墨
等
三
代
り
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程
ハ
繰
越
名
古
屋
よ
り
相
廻
筈
ニ
候

一
、
□

一
、
御
通
之
節
宿
々
并
宿
方
其
外
茶
屋
ニ
て
給
物
い
だ
し
置
候
様
可
相
心
得
事

一
、�
於
宿
中
往
来
之
者
共
并
ニ
百
姓
・
町
人
不
及
払
除
不
礼
無
之
様
相
控
、
御
通
之

節
は
荷
方
并
御
家
中
之
乗
馬
口
附
等
払
ひ
除
、
其
余
宿
並
住
居
之
者
往
来
之
者

片
付
置
、
御
通
過
候
ハ
ゝ
往
来
為
致
候
様
相
心
得
、
所
之
庄
屋
・
組
頭
・
頭
百

姓
相
廻
入
念
制
止
可
申
事

一
、�

御
通
之
節
宿
々
家
々
之
蔀
を
下
し
不
申
、
懸
簾
・
手
簀
・
の
ふ
れ
ん
等
は
つ
さ

せ
候
に
不
及
候
事

一
、�

御
通
筋
宿
々
茶
屋
又
は
商
ひ
物
等
常
々
之
通
ニ
相
心
得
、
草
履
・
草
鞋
・
馬
の

沓
等
釣
し
置
候
儀
も
常
々
之
通
ニ
て
不
苦
候
事

一
、�

野
間
御
幕
張
近
所
に
有
来
候
茶
や
売
物
は
各
別
新
規
ニ
指
出
候
儀
は
無
用
ニ
い

た
し
可
申
事

一
、�

御
通
筋
ニ
て
酒
屋
・
味
噌
屋
共
仕
込
候
共
、
強
て
煙
立
不
申
候
様
火
之
元
入
念

可
申
事　

　
　
　
　

但
此
節
山
焼
・
草
焼
候
儀
不
及
申
、
こ
や
し
な
と
や
き
候
儀
堅
仕
間
敷
候

一
、�

御
通
筋
日
々
牛
荷
物
通
り
不
掃
除
可
相
成
候
、
御
通
前
日
よ
り
御
当
日
迄
牛
荷

物
往
来
可
指
留
事

一
、
御
泊
宿
ニ
は
家
並
ニ
行
燈
為
出
可
申
事

一
、
猟
師
鉄
炮
打
候
儀
、
御
通
之
当
日
は
勿
論
前
後
共
可
停
止
事

一
、
□

　
　

楽
宮
様
御
下
向
之
節
、
御
領
分
宿
々
え
御
出
候
事

　
　
　
　

但
此
［　
　
　
　
　

］　
　

太
田
御
代
官
壱
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
分
十
人
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
人
手
附
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
分
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
手
附
同
人
壱
人

　

ま
ず
第
一
条
に
あ
る
通
り
、
楽
宮
が
通
る
以
前
か
ら
掃
除
を
行
い
、
宿
場
へ
出
入

り
の
時
は
水
打
ち
を
す
る
よ
う
指
示
が
さ
れ
て
い
る
。
第
十
七
条
に
も
あ
る
通
り
、

通
常
は
荷
物
を
運
搬
す
る
牛
の
往
来
が
あ
る
た
め
掃
除
は
し
な
く
て
よ
い
が
、
楽
宮

の
通
行
前
日
か
ら
牛
の
往
来
を
停
止
す
る
よ
う
に
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
日
か
ら
入

念
な
掃
除
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
貴
人
の
通
行
に
際
し
、
道
筋
の
掃
除
は
重
要

な
馳
走
と
言
え
る
。
道
の
掃
除
は
「
キ
ヨ
メ
」
を
意
味
し
、第
三
条
の
家
ご
と
に
「
在

合
」
の
水
手
桶
を
出
し
、
箒
を
立
て
る
こ
と
、
第
五
条
の
本
陣
前
に
盛
砂
を
す
る
こ

と
、
第
六
条
の
屋
敷
前
に
お
お
よ
そ
二
～
三
間
ご
と
に
盛
砂
、
宿
内
に
は
立
砂
す
る

こ
と
が
こ
れ
に
関
連
す
る
。
久
留
島
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
手
桶
・
箒
・
盛
砂
・
立

砂
は
、
馳
走
の
な
か
で
象
徴
的
に
示
す
も
の
で

33
、
手
桶
と
箒
は
飾
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
道
が
綺
麗
に
掃
除
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
盛
砂
は
室
町
時
代
に
お
い
て
は
「
入
口
表
現
」、「
貴
人
を
迎
え
る
際
の
象

徴
」
と
さ
れ
、
近
世
に
入
る
と
殿
舎
に
玄
関
が
付
さ
れ
不
要
と
な
り
、
民
間
に
伝
承

し
た
と
さ
れ
る

34
。
盛
砂
と
立
砂
は
、
近
世
以
降
に
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
以
前
は
立
砂
と
言
わ
れ
た
言
葉
で
、本
史
料
に
お
い
て
は
両
方
書
か
れ
て
い
る
が
、

恐
ら
く
は
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
近
世
に
お
い
て
は
、
馳
走
に
お
け
る
重
要

な
象
徴
的
表
現
の
一
つ
で
あ
り
、
急
な
雨
な
ど
で
ぬ
か
る
ん
で
も
す
ぐ
に
砂
を
入
れ

て
道
の
修
復
が
で
き
る
役
割
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

35
。
道
筋
を
箒
で

掃
き
、
水
を
打
ち
、
砂
を
盛
っ
て
手
桶
を
置
く
こ
と
は
、
宿
場
に
お
い
て
姫
君
を
迎

え
る
う
え
で
も
重
要
な
馳
走
な
の
で
あ
る
。

２　

有
君
下
向
時
の
宿
場
の
馳
走

　

続
い
て
有
君
下
向
時
の
馳
走
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
有
君
は
、
文
政
六
年

（
一
八
二
三
）
に
鷹
司
政
煕
の
十
八
女
と
し
て
生
ま
れ
、
同
十
一
年
に
徳
川
家
定
と

の
縁
組
が
決
定
す
る
。
輿
入
れ
ま
で
の
過
程
は
不
明
だ
が
、寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

の
尊
号
一
件
以
降
、
朝
幕
関
係
が
悪
化
し
、
双
方
が
再
構
築
を
目
指
し
て
い
た
。
関

白
に
は
鷹
司
政
煕
・
政
通
親
子
が
合
わ
せ
て
約
五
十
年
も
の
長
期
間
任
じ
ら
れ
、
天
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皇
か
ら
の
信
任
も
厚
く
、
幕
府
が
設
定
し
た
朝
廷
統
制
の
要
と
な
る
摂
関
が
属
人
的

に
任
さ
れ
て
い
た

36
。
ま
た
、
鷹
司
家
は
幕
府
か
ら
の
信
任
も
厚
く

37
、
そ
の
よ
う

な
背
景
か
ら
鷹
司
家
の
有
君
が
選
ば
れ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
当
時
、
関
白
が
鷹

司
政
通
で
あ
る
た
め
、
彼
の
養
女
と
な
っ
た
後
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
有
君
は

中
山
道
で
江
戸
へ
下
向
し
、
本
丸
へ
着
輿
、
翌
年
西
丸
に
移
っ
た
。

　

下
向
に
至
る
宿
場
の
準
備
は
、
楽
宮
の
時
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
。
で
は
有
君
を

迎
え
る
馳
走
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
は
、
幕
府
代
官
所
か
ら
有
君
が
追
分

宿
を
通
行
す
る
際
の
注
意
が
あ
り
、そ
れ
に
対
す
る
宿
関
係
者
一
同
の
請
書
で
あ
る
。

　
【
史
料
三
】『
近
世
交
通
史
料
集
九　

幕
府
法
令
下
』
七
四
六
号

38

　
　
　
　

差
上
申
一
札
之
事

今
般

有
君
御
方
様
御
通
輿
被
為
遊
候
ニ
付
、
ヶ
条
書
ヲ
以
申
渡
左
之
通
り
、

一
、
当
駅
之
義
今
日
よ
り
御
通
行
中
相
生
宿
与
相
唱
可
申
事

一
、�

往
還
掃
除
之
儀
御
通
行
前
日
銘
々
持
場
見
苦
敷
か
ら（

マ
マ
）す
様
別
而
念
入
掃
除
可
致

事

一
、
第
一
火
之
用
心
、
家
主
は
勿
論
店
子
之
者
ニ
至
迄
厳
重
可
申
付
事

一
、
御
通
輿
之
節
け
む
り
留
可
申
事

一
、�

宿
内
白
砂
ニ
而
敷
砂
・
盛
砂
、
但
し
白
砂
ニ
限
リ
厚
サ
三
寸
ニ
巾
三
尺
ニ
可
致

事

一
、
表
二
階
戸
障
子
目
は
り
可
致
事

一
、
門
口
江
天
水
桶
、
但
シ
見
苦
敷
か
ら
す
様
可
致
事

一
、
家
根
石
、
表
三
尺
通
り
奥
の
方
江
片
付
可
申
事

一
、
御
通
輿
之
節
家
内
之
も
の
不
残
土
間
ニ
下
リ
、
悉
相
慎
平
伏
可
致
事

一
、
可
為
男
も
の
髪
月
代
い
た
し
、
役
付
之
通
り
可
罷
出
事
、

一
、
表
通
ハ
勿
論
都（
マ
マ
）々

家
内
ニ
而
も
御
目
障
り
相
成
候
も
の
取
片
付
可
申
事

一
、�

当
月
八
日
夕
方
よ
り
家（

や
な
み
）并燈（
マ
マ
）灯

壱
張
、
あ（

行

灯

）

ん
と
ふ
一
差
出
可
申
事

一
、�

御
通
行
之
御
方
様
何
れ
江
御
休
被
成
、
御
荷
物
御
附
替
之
節
は
、
兼
而
用
意
致

置
、
御
差
支
不
相
成
様
御
大
切
ニ
取
扱
可
申
事

一
、
看
板
ハ
勿
論
、
月
参
札
其
外
御
目
障
ニ
相
成
候
品
ハ
不
残
取
片
付
可
申
事

一
、
目
合
留
格
別
念
入
御
目
障
ニ
不
相
成
様
相
囲
可
申
事
、

一
、
焼
失
跡
不
見
苦
敷
様
板
囲
ニ
い
た
し
可
申
事

右
は
今
般

御
通
輿
之
儀
ハ
無
此
上
御
大
切
之
御
儀
ニ
付
、
何
様
之
重
役
た
り
共
罷
出
相
勤
、
猶

又
御
通
行
前
広
各
方
御
差
図
次
第
諸
事
無（
マ
マ
）違

背
致
間
敷
候
、
若
相
背
候
ハ
ゝ
何
様
ニ

も
被
仰
立
可
被
下
候
、
依
之
御
受
一
札
差
出
申
処
、
如
件

　

天
保
二
卯
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伝
四
郎
㊞

　
　
　
　
　

九
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
右
衛
門
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
九
十
名
略
）

　

追
分
宿
で
は
、
婚
礼
の
際
に
縁
起
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
追
分
宿
か
ら
相
生
宿
と
一

時
的
に
改
名
し
た
。
相
生
と
は
、
同
じ
根
か
ら
二
本
の
木
が
生
え
て
い
る
こ
と
を
意

味
し
、
転
じ
て
夫
婦
が
仲
睦
ま
じ
い
こ
と
を
意
味
し
た
。
本
史
料
で
も
楽
宮
の
時
と

細
か
い
部
分
は
異
な
る
が
、
馳
走
に
関
す
る
こ
と
が
重
点
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
第

二
条
に
は
、
前
日
か
ら
掃
除
を
行
い
、
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
念
を
入
れ
て
掃
除
す

る
こ
と
と
あ
る
。
第
五
条
で
は
、
宿
内
に
白
砂
で
敷
砂
と
盛
砂
を
厚
さ
三
寸
（
約
九

セ
ン
チ
）、
幅
三
尺
（
約
九
〇
セ
ン
チ
）
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
場

所
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
陣
前
や
宿
の
屋
敷
前
な
ど
で
あ
ろ
う
。
第
七
条
に

は
、
家
や
門
の
出
入
り
口
に
は
天
水
桶
を
見
苦
し
く
な
い
よ
う
に
置
く
こ
と
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
楽
宮
の
時
と
同
様
に
馳
走
を
示
す
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
本
史

料
に
お
い
て
は
、「
見
苦
敷
か
ら
ず
」
や
「
目
障
り
」
と
い
う
言
葉
が
散
見
さ
れ
る

よ
う
に
、
見
栄
え
の
悪
い
も
の
を
徹
底
的
に
排
除
し
た
。
そ
う
し
た
行
為
は
、
華
々
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し
い
婚
礼
行
列
が
通
行
す
る
道
筋
を
清
ら
か
に
整
え
、
将
軍
家
に
嫁
ぐ
姫
君
、
ひ
い

て
は
将
軍
家
の
権
威
を
示
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
点
注
目
し
た
い
の
は
、
拝
見
の
作
法
で
あ
る
。
第
九
条
に
は
家
に
い
る
も

の
は
、
残
ら
ず
土
間
に
下
り
、
平
伏
す
る
こ
と
と
あ
る
。
行
列
を
見
せ
る
こ
と
は
、

権
威
を
示
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
有
君
の
没
後
、
家
定
の
継
室
と
し
て
嘉

永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
嫁
い
だ
寿
明
君
の
際
に
は
、「
御
通
之
節
、
御
道
筋
家
々

ニ
お
ゐ
て
、女
并
子
供
ハ
見
世
内
ニ
着
坐
罷
在
、男
之
分
者
軒
先
土
間
ニ
着
坐
い
た
し
居
、

一
同
手
を
付
き
罷
在
、
御
通
輿
之
砌
一
同
平
伏
可
致
事

39
」
と
男
女
で
拝
見
す
る
場

所
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
有
君
の
下
向
と
寿
明
君
の
下
向
の
間
に
、
何
ら
か
の
変
化

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い

40
。

３　

江
戸
通
行
時
の
馳
走

　

こ
れ
ま
で
の
事
例
は
、
宿
場
に
お
け
る
対
応
だ
が
、
最
後
に
江
戸
通
行
時
の
馳
走

を
見
て
い
く
。
楽
宮
と
有
君
の
対
応
は
、
全
く
同
じ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
楽
宮
の
時

の
史
料
を
取
り
上
げ
る
。

　
【
史
料
四
】『
御
触
書
天
保
集
成　

上
』
七
〇
七
号　

文
化
元
年
八
月

41

　
　

�

楽
宮
御
方
江
戸
御
着
之
節
、
板
橋
よ
り
之
御
道
筋
人
払
之
儀
、
御
徒
目
付
、
御

小
人
目
付
相
勤
候
様
可
仕
候
、
尤
御
徒
方
よ
り
も
相
加
、
可
勤
事
、

一
、�

御
通
之
節
、
前
廉
よ
り
人
留
候
不
及
候
、
御
通
り
之
御
先
え
立
、
留
可
申
候
、

御
見
通
し
ニ
て
も
、
遠
き
所
は
人
留
ニ
不
及
候
、
少
し
見
え
候
程
之
儀
は
不
苦

候
事
、

一
、
御
道
筋
之
屋
敷
、
大
門
ハ
た
て
、
く
ゝ
り
ハ
た
て
寄
置
可
申
事
、

一
、
長
屋
等
窓
蓋
仕
ニ
不
及
候
、
内
よ
り
も
戸
た
て
置
可
申
候
事
、

一
、
並
手
桶
差
出
ニ
不
及
候
事
、

一
、
掃
除
之
儀
、
御
道
筋
は
格
別
、
御
見
通
場
は
不
及
其
儀
候
事
、

一
、
御
通
り
筋
御
門
番
人
、
御
番
所
え
相
詰
ニ
不
及
候
事
、

右
之
通
、
可
被
相
触
候
以
上
、

　
　

八
月

　

本
史
料
に
よ
れ
ば
、
第
五
条
で
楽
宮
一
行
が
通
行
す
る
道
筋
は
、
格
別
に
掃
除
す

る
よ
う
に
伝
え
る
一
方
で
、
事
前
の
人
留
を
し
な
く
て
良
い
（
第
一
条
）、
手
桶
を

出
さ
な
く
て
良
い
（
第
三
条
）
な
ど
街
道
に
比
べ
る
と
手
軽
に
済
ま
さ
れ
て
い
る
の

が
わ
か
る
。
江
戸
に
入
れ
ば
人
通
り
が
圧
倒
的
に
増
え
、
手
桶
な
ど
を
置
け
ば
行
列

の
支
障
と
な
る
と
し
て
、
馳
走
が
簡
略
化
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

楽
宮
と
有
君
の
事
例
か
ら
、姫
君
の
通
行
に
お
け
る
馳
走
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、

宿
場
で
は
道
を
掃
除
し
て
砂
を
盛
り
、
手
桶
や
箒
を
飾
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
、
そ
れ

は
正
室
と
な
る
女
性
が
通
る
道
筋
が
清
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
手
桶
な
ど
は
新
規
に
作
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、「
在
合
」
と

い
う
程
度
で
済
ま
せ
た
が
、
馳
走
表
現
と
し
て
は
必
要
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

二
点
の
史
料
か
ら
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
道
中
整
備
も
手
軽
く
行
う
よ
う
指
示

さ
れ
た
。
楽
宮
下
向
の
際
に
は
「
道
橋
別
而
悪
敷
所
は
有
之
間
敷
候
得
共
、
若
御
供

中
つ
か
へ
ニ
可
成
所
ハ
ヽ
直
さ
せ
可
申
候
、
其
外
掃
除
等
之
儀
は
、
御
通
一
日
前
よ

り
可
申
付
候
、
且
又
御
道
筋
之
芝
抔
損
し
候
共
付
ル
ニ
不
及
候
、
橋
抔
古
く
候
得
共

危
事
無
之
候
ハ
ヽ
、
是
又
修
覆
ニ
不
及
候
、
惣
而
手
桶
以
下
有
合
を
用
ひ
可
申
事

42
」

と
あ
る
よ
う
に
、
道
や
橋
な
ど
良
く
な
い
と
こ
ろ
で
、
御
供
の
往
来
に
支
障
の
あ
る

と
こ
ろ
は
修
繕
し
、
橋
は
危
険
な
箇
所
が
無
け
れ
ば
修
繕
は
不
要
と
し
た
。
現
状
を

維
持
し
た
う
え
で
、
最
低
限
の
修
繕
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
府
が
最
も
重
要
と
し

た
の
は
、
新
し
い
も
の
を
作
ら
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
清
め
た
道
筋
を
行
列
が
通
行

し
て
、
そ
れ
を
整
然
と
民
衆
が
拝
見
す
る
と
い
う
構
図
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し

江
戸
で
は
、
通
行
の
支
障
に
な
ら
な
い
よ
う
、
宿
場
に
比
べ
て
馳
走
が
か
な
り
簡
略

化
さ
れ
た
の
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
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四
「
楽
宮
下
向
絵
巻
」
と
「
有
君
之
御
方
御
下
向
御
行
列
図
」

　

こ
れ
ま
で
下
向
ま
で
の
生
家
の
動
向
や
宿
場
の
馳
走
を
見
て
き
た
が
、
行
列
を
描

い
た
婚
礼
行
列
絵
巻
か
ら
、下
向
の
様
子
や
絵
巻
の
特
質
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

姫
君
の
下
向
に
関
す
る
絵
巻
は
、将
軍
や
大
名
の
行
列
絵
巻
よ
り
圧
倒
的
に
少
な
い
。

そ
の
な
か
で
徳
川
将
軍
家
に
か
か
わ
る
下
向
絵
巻
は
、
管
見
の
限
り
、
①
「
楽
宮
下

向
絵
巻
」（
以
下
「
楽
宮
絵
巻
」）（
江
戸
東
京
博
物
館
蔵
）、
②
「
有
君
之
御
方
御
下

向
御
行
列
図
」（
以
下
「
有
君
絵
巻
」）（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）、
③
「
中
山
道

御
下
向
之
図
」（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）、
④
「
和
宮
江
戸
下
向
絵
巻
」（
江
戸

東
京
博
物
館
蔵
）
の
四
例
が
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
①
と
②
に
つ
い
て
比
較
検

討
を
行
う
が
、
ま
ず
は
③
と
④
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。

　

③
の
「
中
山
道
御
下
向
之
図
」
は
、有
君
の
下
向
を
描
い
た
絵
巻
と
さ
れ
て
い
る
。

天
・
地
・
人
の
全
三
巻
か
ら
な
り
、
京
都
発
輿
か
ら
江
戸
着
ま
で
の
全
四
十
八
図
が

描
か
れ
る
。
箱
書
き
に
よ
れ
ば
、
供
奉
人
数
と
好
み
の
景
色
を
描
く
よ
う
有
君
に
求

め
ら
れ
て
作
成
し
た
と
い
う

43
。
そ
の
た
め
景
色
が
中
心
と
な
り
、
行
列
は
景
色
を

邪
魔
し
な
い
程
度
に
描
か
れ
て
い
る
。
④
の
「
和
宮
江
戸
下
向
絵
巻
」
は
、
十
四
代

家
茂
に
嫁
い
だ
和
宮
の
降
嫁
を
描
く
。
和
宮
の
降
嫁
は
、
諸
外
国
と
の
通
商
条
約
勅

許
を
め
ぐ
る
朝
幕
の
関
係
悪
化
を
改
善
し
、「
公
武
一
和
」
を
示
す
た
め
に
行
わ
れ

た
。
本
絵
巻
は
、
和
宮
が
降
嫁
を
承
諾
し
た
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
十
月
五
日
か

ら
始
ま
り
、
家
茂
と
の
婚
儀
を
も
っ
て
巻
末
に
い
た
る
。
行
列
だ
け
で
な
く
、
和
宮

が
京
を
出
発
す
る
前
の
首
途
の
儀
で
訪
れ
た
祇
園
社
や
、
江
戸
下
向
の
際
に
通
行
し

た
場
所
も
描
か
れ
て
い
る
。
行
列
の
先
駆
を
つ
と
め
た
関
行
篤
が
、
一
世
の
栄
誉
を

子
孫
に
伝
え
る
べ
く
、
詞
書
を
誌
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
絵
巻
は
、
下
向
道
中
の

風
景
を
主
と
し
た
描
写
で
あ
る
の
に
対
し
、
①
「
楽
宮
下
向
絵
巻
」
と
②
「
有
君
之

御
方
御
下
向
御
行
列
図
」
は
風
景
だ
け
で
な
く
、下
向
す
る
行
列
も
描
か
れ
て
い
る
。

【表２】「楽宮下向絵巻」で描かれた人物・景観

区分 人物・道具類 建物・地名

グループ①

領主役人
御留守居与力同心勤番 御本陣

足軽
小荷駄馬
宿役人

御先長持 旅篭屋
松浦越前守先荷
東條信濃守先荷
土屋帯刀先荷

石野新左衛門先荷
宿役人
宿役人 宿入口
足軽

グループ②

御小人目付
御徒目付

御小人目付
御先乗女中表使

伊賀
伊賀

御挟箱
添番
御

御蓑箱
御水

御駕篭臺
御召替
御東司

御幕長持
老女衆
伊賀
伊賀

奥御小人

グループ③

松浦越前守
東條信濃守

石尾喜左衛門
宮本三冶郎

御両掛
御箪笥
御長持

御小人目付
御徒目付

医師
土屋帯刀

石野新左衛門
御召替 間の宿

御小人押
御徒押

グループ④ 惣同勢

グループ⑤

信州鳥井峠
信州寝覚床
濃州太田川
信州諏訪湖
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１　
「
楽
宮
下
向
絵
巻
」

　

本
絵
巻
は
、
楽
宮
一
行
が
中
山
道
の
と
あ
る
場
所
を
通
行
す
る
様
子
を
描
く
。
巻

末
に
「
甲
子
年
冬
日　

青
木
正
忠
画
」
と
あ
り
、
作
者
は
青
木
正
忠
と
い
う
絵
師
だ

が
、
詳
細
不
明
の
人
物
で
あ
る
。
甲
子
と
は
文
化
元
年
の
こ
と
を
指
し
、
冬
日
な
の

で
楽
宮
が
江
戸
へ
下
向
し
た
直
後
に
描
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元
々
は
五
巻

か
ら
な
る
絵
巻
だ
っ
た
が
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
修
復
の
後
、
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

本
絵
巻
は
内
容
と
し
て
、
大
き
く
五
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。【
表
２
】
は

描
か
れ
た
内
容
の
な
か
で
、
明
記
し
て
あ
る
も
の
を
列
挙
し
た
も
の
。
最
初
は
、
本

陣
と
宿
場
を
描
い
た
場
面
で
あ
る
（
グ
ル
ー
プ
①
）。
冒
頭
に
は
、「
御
本
陣
」
と
書

か
れ
た
建
物
と
沿
道
で
多
く
の
見
物
人
が
待
つ
宿
場
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
陣
入
口

に
は
幔
幕
が
飾
ら
れ
、
留
守
居
・
松
浦
越
前
守
の
与
力
と
同
心
ら
が
楽
宮
を
迎
え
る

た
め
に
準
備
し
、
門
の
外
に
は
飾
り
手
桶
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
宿
内
を
通
過
す
る

「
御
先
長
持
」
と
松
浦
越
前
守
、
東
條
信
濃
守
、
土
屋
帯
刀
、
石
野
新
左
衛
門
の
先

荷
が
描
か
れ
る
。「
御
先
長
持
」
に
は
葵
紋
が
付
さ
れ
て
お
り
、
徳
川
家
の
行
列
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
場
面
で
重
要
な
の
は
、行
列
を
見
物
す
る
沿
道
の
人
々
で
、

女
性
と
子
ど
も
の
姿
が
多
く
描
か
れ
て
い
る
。
大
名
行
列
や
将
軍
の
姫
君
が
大
名
家

へ
嫁
ぐ
様
子
を
描
い
た
行
列
絵
巻
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

中
に
は
飯
盛
女
の
よ
う
な
女
性
も
う
か
が
え
る
が
、
踊
る
人
の
姿
な
ど
が
動
き
の
あ

る
よ
う
に
描
か
れ
、
祝
祭
的
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。

　

次
が
楽
宮
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
②
）。
警
備
の
御
小
人
目
付
や

徒
目
付
な
ど
が
見
ら
れ
る
が
、
大
奥
の
女
中
で
あ
る
表
使
と
老
女
衆
も
確
認
で
き

る
。
表
使
と
は
大
奥
の
外
交
係
で
、
御
殿
向
と
広
敷
向
と
の
境
に
あ
る
「
錠
口
（
下

ノ
錠
口
）」
を
管
掌
し
、
御
年
寄
の
指
図
を
受
け
て
大
奥
一
切
の
買
物
を
司
り
、
留

守
居
や
広
敷
役
人
と
応
接
す
る
役
職
で
あ
る
。
老
女
と
は
大
奥
の
御
年
寄
を
指
す
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
に
は
、
峠
を
越
え
る
楽
宮
が
描
か
れ
る
が
、
木
に
隠
さ

れ
た
乗
物
の
棹
が
確
認
で
き
る
の
み
で
、
そ
の
姿
は
見
ら
れ
な
い
、
そ
の
代
わ
り
に

「
御
」
と
朱
傘
が
描
か
れ
て
い
る
【
図
３
】。
傘
の
形
状
は
、
骨
の
端
が
折
り
曲
が
っ

て
い
る
の
が
確
認
で
き
、
爪
折
傘
を
想
定
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
爪
折
傘
は
、
江
戸
時
代
の
風
俗
な

ど
を
記
し
た
喜
田
川
守
貞
の
『
守
貞
謾
稿
』
に
よ
れ

ば
、「
朱
ノ
爪
折
傘
ヲ
貴
人
ノ
所
用
ト
ス
。
武
家
ハ
、

専
ラ
白
ノ
爪
折
ヲ
上
位
ト
シ
、
爪
折
ヲ
許
サ
レ
ザ
ル

人
ハ
、白
ノ
長
柄
傘
也
。
今
制
四
位
以
上
爪
折
傘
也
。
爪

不
折
長
柄
傘
黒
蛇
ノ
目
モ
ア
リ
。

44

」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
朱
色
の
爪
折
傘
は
貴

人
が
所
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら

に
、
婚
礼
行
列
絵
巻
に
お
い
て
は
姫
君
が
乗
物
や
輿

に
乗
り
、
そ
の
背
後
か
ら
朱
傘
を
差
す
の
が
典
型
的

な
構
図
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る

45
。
入
輿
の
際
の
朱

傘
は
、
婚
礼
道
具
と
し
て
製
作
さ
れ
た
日
傘
と
考
え

ら
れ
る

46
。
そ
し
て
楽
宮
が
道
中
で
使
用
す
る
身
の

回
り
の
道
具
類
が
続
く
。
他
の
道
具
と
は
区
別
し
、

菊
紋
の
よ
う
な
家
紋
が
付
い
た
赤
い
油
単
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

　

第
三
の
グ
ル
ー
プ
が
楽
宮
を
警
護
す
る
幕
府
役
人

た
ち
で
あ
る
（
グ
ル
ー
プ
③
）。
絵
巻
に
名
前
が
見

ら
れ
る
の
は
、
留
守
居
の
松
浦
越
前
守
、
広
敷
用
人

の
東
條
信
濃
守
、
広
敷
番
之
頭
の
石
尾
喜
左
衛
門
と

宮
本
三
冶
（
次
）
郎
、
目
付
の
土
屋
帯
刀
、
使
番
の

石
野
新
左
衛
門
（
広
温
）
の
六
名
。
先
述
し
た
が
、

彼
ら
は
楽
宮
を
迎
え
る
た
め
に
上
京
し
た
大
奥
の
役

人
で
、九
月
三
日
に
楽
宮
と
と
も
に
京
を
出
発
し
た
。

　

第
四
の
グ
ル
ー
プ
が
「
惣
同
勢
」
と
書
か
れ
た
行

列
の
集
団
で
あ
る
（
グ
ル
ー
プ
④
）。
楽
宮
の
通
行

に
関
し
て
、
美
濃
国
落
合
村
の
庄
屋
の
記
録
に
よ
れ

【図３】楽宮と朱傘（「楽宮下向絵巻」江戸東京博物館蔵　13200210）
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ば
、「
中
山
道
御
下
向
被
遊
大
双
成
御
通
行
前
代
未
聞
之
事
ニ
候

47
」
と
記
さ
れ
る

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
面
で
、
前
代
未
聞
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
が
中
山
道
沿
い
の
名
所
で
あ
る
（
グ
ル
ー
プ
⑤
）。
信
濃
国
の
「
鳥
井
（
居
）

峠
」、「
寝
覚
の
床
」、「
諏
訪
湖
」、美
濃
国
の
「
太
田
川
」
の
景
勝
が
描
か
れ
て
い
る
。

中
山
道
の
名
所
と
し
て
い
ず
れ
も
有
名
で
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
に
発
刊
し
た

『
木
曽
路
名
所
図
会
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

２　
「
有
君
之
御
方
御
下
向
御
行
列
図
」

　

本
絵
巻
は
、
有
君
が
京
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
様
子
を
描
い
た
も
の
。
す
で
に
、
久

留
島
氏
が
絵
巻
の
内
容
に
つ
い
て
分
析
し
て
お
り

48
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
進
め
て

い
く
。
ま
ず
伝
来
だ
が
巻
末
に
「
天
保
五
午
年
写
之　

石
川
左
近
将
監
蔵
（
印
）」

と
あ
る
。
石
川
左
近
将
監
と
は
、
有
君
下
向
に
随
行
し
た
留
守
居
・
石
川
忠
房
の

こ
と
で
、
彼
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
本
絵
巻
は
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）
に
作
ら
れ
た
写
本
で
あ
る
が
、
原
本
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
中
山

道
は
山
道
・
峠
道
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
描
か
れ
た
景
観
は
、
三
条
大
橋
に
は

じ
ま
り
、
下
諏
訪
・
安
中
・
板
橋
と
い
う
宿
場
の
ほ
か
に
、
野
洲
川
・
呂
久
川
・
戸

田
川
の
河
川
や
三
上
山
・
富
士
山
・
妙
義
山
な
ど
の
山
、
小
野
瀧
・
寝
覚
の
床
・
相

生
松
な
ど
の
名
所
が
描
か
れ
、
最
後
は
江
戸
の
水
道
橋
・
湯
島
聖
堂
・
江
戸
城
で
終

わ
る
。
そ
の
な
か
で
有
君
を
中
心
と
し
た
行
列
は
、
京
を
少
し
出
た
所
か
ら
大
宮
ま

で
に
描
か
れ
て
い
る
。
景
観
を
前
提
に
行
列
の
人
々
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
描
写
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
名
前
が
記
さ
れ
た
役
人
と
し

て
は
、
行
列
の
先
頭
か
ら
御
先
番
・
小
笠
原
兵
庫
（
信
賢
）【
大
宮
乃
原
】、
留
守
居

の
石
川
左
近
将
監
（
忠
房
）【
諏
訪
湖
】、広
敷
用
人
の
野
田
下
総
守
（
吉
五
郎
元
矩
）

【
小
野
瀧
】、御
広
敷
番
頭
の
山
崎
六
郎
右
衛
門
（
明
堯
）
と
脇
屋
兵
次
郎
【
呂
久
川
】、

本
丸
目
付
の
加
藤
修
理
【
野
洲
川
】、
最
後
尾
に
御
庭
番
の
中
村
久
左
衛
門
と
川
村

清
兵
衛
（
修
富
）
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
に
役
職
名
に
は
、
御
小
人
目
付
、
奥
御

小
人
、
伊
賀
や
足
軽
な
ど
で
あ
る
。

　

本
絵
巻
を
描
か
れ
た
場
所
で
大
き
く

分
け
る
と
、
①
京
の
三
条
大
橋
～
呂
久

川
（
グ
ル
ー
プ
①
）、
②
馬
籠
よ
り
妻

籠
に
至
る
桟
道
～
大
宮
乃
原
（
グ
ル
ー

プ
②
）、
③
戸
田
川
～
江
戸
（
グ
ル
ー

プ
③
）
の
三
つ
と
な
る
。
①
は
有
君
一

行
が
後
に
し
た
京
の
様
子
か
ら
河
川
を

渡
る
行
列
の
様
子
が
描
か
れ
る
。
三
条

大
橋
と
そ
の
東
の
町
は
、
俯
瞰
に
描
か

れ
、
華
頂
山
を
境
に
行
列
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
こ
こ
で
場
面
転
換

と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
ず
行
列
を
見

て
い
く
と
、
御
庭
番
の
二
人
や
目
付
の

加
藤
修
理
な
ど
が
見
え
る
が
、
行
列
の

後
方
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、御
小
人
押
・

御
徒
押
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
注
目

し
た
い
の
は
、
医
師
が
通
行
し
て
い
る

宿
場
で
あ
る
。
ど
こ
の
宿
場
か
は
書
か

れ
て
い
な
い
が
、
近
江
国
と
美
濃
国
の

境
の
柱
が
あ
る【
図
４
】。
こ
こ
は
、「
寝

物
語
の
里
」
と
も
呼
ば
れ
、
両
国
に
泊

ま
る
旅
人
が
昔
話
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
標
柱
は
、『
木
曽
路
名

所
図
会
』【
図
５
】
や
歌
川
広
重
の
「
木

曽
街
道
六
十
九
次　

今
須
宿
」
に
も
描

【図４】寝物語の里（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）
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か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
宿
は
今
須
宿
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
進
む
と
呂
久

川
（
揖
斐
川
）
の
川
渡
し
と
な
る
。
川
役
人
が
行
列
を
案
内
し
た
り
、
川
船
で
渡
っ

た
り
し
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
御
座
船
の
よ
う
な
船
も
停
留
し
て
い
る
が
、
有
君

を
乗
せ
て
戻
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
で
に
御
広
敷
番
頭
の
脇
屋
と
山
崎
が
渡
っ

た
よ
う
だ
が
、
少
し
進
む
と
「
馬
籠
よ
り
妻
籠
に
至
る
桟
道
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

呂
久
川
と
馬
籠
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
呂
久
川
を
境
に
場
面
転
換
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

②
の
場
面
で
特
に
重
要
な
の
が
、
絵
巻
の
主
人
公
で
あ
る
有
君
が
描
か
れ
て
い
る

こ
と
だ
。
有
君
は
、碓
日
峠
（
碓
氷
峠
）
を
ま
さ
に
越
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
【
図

６
・
口
絵
５
】。
楽
宮
と
同
様
、
有
君
は
「
御
」
と
朱
傘
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
有
君
の
身
の
回
り
の
道
具
に
は
、
家
紋
の
つ
い
た
朱
の
油
単
が
付
け
ら
れ
、
特

徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
本
絵
巻
を
所
蔵
し
て
い
た
留
守
居
の
石
川
左

近
将
監
や
広
敷
用
人
の
野
田
下
総
守
な
ど
が
、
風
景
で
は
諏
訪
湖
や
富
士
山
な
ど
の

名
所
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
な
か
で
、
安
中
宿
の
本
陣
や
宿
場
が
描
か
れ
て
い
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。
数
あ
る
中
山
道
の
宿
場
で
、
な
ぜ
安
中
宿
が
描
か
れ
て
い
る
の

か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
絵
巻
を
所
蔵
し
て
い
た
石
川
忠
房
と
安
中
宿
の
関

係
に
注
目
す
る
と
、
そ
の
理
由
が
見
え
て
く
る
。
安
中
宿
は
、
無
高
の
宿
、
つ
ま
り

石
高
が
な
い
宿
で
あ
る

49
。
規
模
も
他
宿
に
比
べ
る
と
小
さ
く
、
家
数
も
少
な
い
た

め
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
困
窮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
中
山
道
の
御
定
人
馬
は
人

馬
五
十
人
五
十
疋
の
規
定
だ
っ
た
が
、
安
中
宿
は
半
減
勤
と
い
う
二
十
五
人
二
十
五

疋
で
勤
め
て
い
た
。
し
か
し
、
規
定
の
残
り
は
助
郷
に
よ
っ
て
周
辺
の
村
々
の
負
担

と
な
り
、
そ
の
上
臨
時
の
通
行
が
あ
れ
ば
さ
ら
な
る
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
安
中
宿
と
周
辺
の
村
々
で
し
ば
し
ば
訴
訟
が
行
わ
れ
、
半
減
勤
の
保
持
を

願
う
宿
場
と
、
宿
場
に
対
し
て
定
式
人
馬
を
求
め
る
村
々
で
対
立
し
た
。
そ
の
訴
訟

の
間
、
宿
場
側
は
勘
定
奉
行
兼
道
中
奉
行
の
石
川
忠
房
の
祠
を
建
て
、
生
き
神
様
と

し
て
祀
っ
て
願
い
を
聞
き
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。
忠
房
の
裁

定
は
、
当
初
宿
場
側
の
願
い
を
却
下
し
た
が
、
幕
府
に
よ
る
二
度
の
調
査
に
よ
っ
て

半
減
勤
が
正
式
に
決
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
忠
房
と
安
中
宿
の
関
係
性
は
非

常
に
濃
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
数
あ
る
宿
場
の
中
で
も
安
中
宿
が
選
ば
れ
た
の

で
あ
る
。

　

最
後
の
③
は
、
行
列
が
到
着
し
て
い
な
い
戸
田
川
や
板
橋
宿
が
主
と
な
る
。
大
宮

乃
原
の
後
に
山
や
木
の
み
を
描
き
、こ
こ
で
場
面
が
転
換
し
て
い
る
。
板
橋
宿
で
は
、

行
列
を
迎
え
る
準
備
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
例
え
ば
、
道
の
清
掃
や
悪
敷
道
の

補
修
な
ど
を
行
っ
て
い
る
【
図
７
・
口
絵
５
】。
先
に
見
た
よ
う
に
、
正
室
が
通
行

す
る
前
に
、道
筋
の
補
修
や
馳
走
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
様
子
が
こ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
絵
巻
で
描
か
れ
た
地
名
や
景
勝
地
を
見
る
と
、『
木
曽
路
名
所
図
会
』
に
記
さ

れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、そ
の
大
半
が
挿
絵
と
し
て
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。【
表

【図５】『木曽路名所図会』巻二（江戸東京博物館蔵　94003300）
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【図６】有君と朱傘（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）

【図７】板橋宿における馳走（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）

【表３】「有君之御方御下向御行列図」と『木曽路名所図絵』の比較
「有君之御方御下向御行列図」 『木曽路名所図会』

区分 建物・地名 挿絵 目録・見出し

グループ①

三条大橋 ○
華頂山 ○（三条大橋に含む）
日能岡（日野岡） ○
三上山 ○ ○
野洲川 ○ ○
今須宿（寝物語の里） ○ ○
呂久川 ○ ○

グループ②

馬籠より妻籠に至る桟道 ○
小野瀧 ○ ○
小野茶屋 ○（小野瀧に含む）
臨川寺 ○ ○
寝覚床 ○ ○
諏訪湖 ○ ○
富士山 ○（諏訪湖に含む） ○
八ヶ岳 ○（浅間嶽に含む）
下諏訪宿 ○
相生松 ○
浅間嶽 ○ ○
碓日峠（碓氷峠） ○ ○
百合若大臣　射貫嶽 ○ ○
妙義山 ○ ○
安中宿 ○
御本陣
大宮乃原 ○

グループ③

戸田川 ○
板橋宿 ○
王子社 ○ ○
水道橋
御城
聖堂 ○
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【図９】『木曽路名所図会』巻三（江戸東京博物館蔵　94003331）

【図11】『木曽路名所図会』巻三（江戸東京博物館蔵　94003331）

【図10】石川左近将監と諏訪湖周辺（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）

【図８】臨川寺・寝覚の床（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）
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３
】
に
、
絵
巻
の
場
面
に
対
応
す
る
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
の
場
面
と
あ
わ
せ
て
掲

示
し
た
。
さ
ら
に
す
べ
て
で
は
な
い
が
、
臨
川
寺
・
寝
覚
の
床
【
図
８
・
図
９
】、

諏
訪
湖
【
図
10
・
図
11
】
を
見
る
と
、
本
絵
巻
の
景
観
と
似
た
構
図
と
な
っ
て
い
る

の
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

３　

婚
礼
行
列
絵
巻
の
特
質

　

両
絵
巻
を
比
較
す
る
と
、「
楽
宮
下
向
絵
巻
」
が
道
中
の
一
部
分
を
切
り
取
っ
た

も
の
に
対
し
、「
有
君
之
御
方
御
下
向
御
行
列
図
」
は
京
か
ら
江
戸
ま
で
の
道
中
を

描
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
絵
巻
に
は
共
通
す
る
点
が
見
ら
れ
、
特
に
注
目

す
べ
き
場
面
を
二
点
挙
げ
る
。

　

◎
本
陣
と
宿
場

　

ま
ず
「
楽
宮
絵
巻
」
で
巻
頭
に
描
か
れ
て
い
る
宿
場
・
本
陣
は
、
場
所
が
不
明
だ

が
、「
有
君
絵
巻
」
で
は
安
中
宿
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
を
見
て
い
く
と
、
後

者
の
み
三
つ
道
具
が
据
え
ら
れ
て
い
る
違
い
は
あ
る
が
、
本
陣
の
構
造
、
幔
幕
、
門

前
に
あ
る
飾
り
手
桶
、「
御
留
守
居 

与
力
同
心 

勤
番
」
の
小
屋
、
役
人
の
配
置
な

ど
が
ほ
ぼ
同
一
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
【
図
12
・
図
13
】。
向
き
は
異
な
る
が
、
本

陣
前
で
待
機
し
て
い
る
領
主
役
人
も
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
、
挟
箱
に
座
っ
て
い
る
姿

は
同
じ
で
あ
る
。
続
い
て
宿
場
の
様
子
だ
が
、建
物
の
構
造
は
ほ
ぼ
同
一
だ
が
、人
々

の
描
き
方
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
手
を
引
っ
張
る
母
親
や

煙
管
を
吸
う
男
性
な
ど
【
図
14
・
図
15
】、
共
通
点
は
非
常
に
多
い
。

　

◎
正
室
の
姿

　

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
巻
の
主
人
公
で
あ
る
楽
宮
と
有
君
の
描
き
方
で
あ
る
。
両
絵

巻
と
も
峠
を
越
え
、
宿
場
・
本
陣
へ
進
む
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
全

く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
両
者
と
も
「
御
」
と
朱
傘
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。

朱
傘
は
、
爪
折
傘
の
構
造
で
、
男
性
一
人
が
背
後
か
ら
差
し
掛
け
る
と
い
う
構
図
で

あ
る
。「
楽
宮
絵
巻
」
で
は
峠
の
場
所
が
書
か
れ
ず
、「
有
君
絵
巻
」
で
は
碓
日
峠
（
碓

氷
峠
）
で
あ
る
こ
と
が
異
な
る
点
で
あ
る
。
そ
の
他
に
も
姫
君
御
の
前
後
を
警
護
す

【図12】「楽宮絵巻」における本陣（江戸東京博物館蔵）

【図13】「有君絵巻」における本陣（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）
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る
役
人
の
配
置
も
共
通
す
る
部
分
が
多
い
。
例
え
ば
、
伊
賀
者
の
人
数
、
御
長
刀
、

楽
宮
の
乗
物
の
後
に
蓑
箱
や
御
水
と
い
う
順
序
な
ど
が
合
致
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
一
の
構
図
や
人
物
の
描
き
方
か
ら
、
将
軍
家
へ
輿
入
れ
す
る
様

子
を
描
い
た
婚
礼
行
列
絵
巻
に
は
、
何
か
し
ら
の
底
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
四
例
の
う
ち
、
二
例
の
比
較
に
と
ど
ま
る
が
、「
有
君
絵
巻
」
の
底
本
に
「
楽

宮
絵
巻
」
を
選
択
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、「
楽
宮
絵
巻
」

で
描
か
れ
た
の
は
街
道
の
一
部
分
の
た
め
、
そ
の
他
の
描
写
は
作
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
、
底
本
の
一
つ
が
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
と
推
察
す
る
。

　

二
つ
の
絵
巻
か
ら
、
①
姫
君
と
そ
の
周
辺
②
本
陣
・
宿
場
③
景
勝
地
に
特
徴
が
見

ら
れ
る
。
①
は
姫
君
を
「
御
」
と
朱
傘
に
よ
っ
て
表
現
し
、
そ
の
周
辺
を
幕
府
役
人

（
留
守
居
や
御
広
敷
役
人
が
中
心
）
が
警
護
す
る
構
図
に
な
る
。
②
本
陣
・
宿
場
の

描
き
方
は
、
典
型
的
な
構
図
が
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
姫
君
を
迎
え
る
た
め

に
、
留
守
居
の
与
力
・
同
心
が
準
備
し
、
宿
場
で
は
行
列
の
一
部
が
通
行
し
て
い
る

様
子
を
宿
の
人
々
が
拝
見
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
拝
見
す
る
人
々
の
多
く
が
女

性
や
赤
子
で
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。
③
景
勝
地
は
、
寝
覚
の
床
、
諏

訪
湖
が
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
「
婚
礼
行
列
絵
巻
」
の
必
要
条
件

と
言
え
る
。

　

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
楽
宮
絵
巻
」
と
「
有
君
絵
巻
」
が
ほ
ぼ
同
一
の

構
図
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
「
楽
宮
絵
巻
」
で
描
か
れ
て
い
る
場
所

も
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
巻
末
に
描
か
れ
た
鳥
居
峠
・
寝
覚
の
床
・
太
田
川
・

諏
訪
湖
を
【
図
２
】
に
落
と
し
込
む
と
、
こ
れ
ら
の
地
点
よ
り
東
を
通
行
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
「
有
君
絵
巻
」
で
描
か
れ
た
有
君
の
場
所
が
碓
氷
峠
で
、
景

観
が
ほ
ぼ
同
一
と
い
う
点
や
地
図
上
に
お
い
て
位
置
関
係
は
問
題
な
い
こ
と
か
ら
、

楽
宮
が
越
え
て
い
る
峠
が
碓
氷
峠
で
、
そ
の
先
の
本
陣
・
宿
場
が
安
中
宿
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

【図14】�「楽宮絵巻」における宿場の人々の様子�
（江戸東京博物館蔵）

【図15】�「有君絵巻」における宿場の人々の様子�
（「有君之御方御下向御行列図」国立歴史民俗博物館蔵）
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お
わ
り
に

　

徳
川
将
軍
家
は
、
家
の
格
式
を
高
め
、
血
縁
の
貴
種
化
を
図
る
た
め
、
摂
関
家
か

宮
家
か
ら
正
室
を
迎
え
た
。
し
か
し
、
幕
府
は
時
折
皇
女
の
降
嫁
を
望
み
、
さ
ら
に

格
式
を
高
め
よ
う
と
す
る
が
、
朝
廷
の
反
発
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
実
現
し
な
か
っ
た
。

七
代
家
継
と
十
四
代
家
茂
の
時
に
皇
女
降
嫁
が
決
ま
っ
た
が
、家
継
の
死
去
に
よ
り
、

結
局
和
宮
の
み
が
降
嫁
し
た
。将
軍
の「
御
台
所
」と
な
る
前
に
は
、出
身
の
家
に
よ
っ

て
呼
称
が
変
化
し
、
縁
組
の
披
露
後
、
摂
家
の
場
合
は
「
姫
君
」、
宮
家
の
場
合
は

「
姫
宮
」
と
な
り
、
婚
礼
後
は
「
御
簾
中
」、
夫
が
将
軍
に
な
る
と
「
御
台
所
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
楽
宮
を
事
例
に
、将
軍
家
へ
の
輿
入
れ
の
過
程
を
見
た
が
、

楽
宮
の
婚
礼
は
叔
母
の
円
台
院
の
取
り
計
ら
い
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
女
と
摂

関
家
の
近
衛
経
煕
の
養
女
に
は
、
十
一
代
家
斉
と
結
婚
し
た
茂
姫
が
お
り
、
将
軍
家

と
の
通
路
が
あ
っ
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。
結
婚
が
決
ま
る
と
、
有
栖
川
宮
家
で
は

準
備
に
追
わ
れ
た
が
、
幕
府
か
ら
支
度
金
だ
け
で
な
く
、
追
加
資
金
を
獲
得
し
、
将

軍
家
と
の
縁
戚
関
係
に
よ
っ
て
経
済
的
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

将
軍
家
の
正
室
の
多
く
は
、
京
か
ら
中
山
道
で
江
戸
へ
下
向
し
、
楽
宮
も
そ
れ
に

該
当
し
た
。
中
山
道
は
、
東
海
道
に
比
べ
て
道
は
険
し
い
が
、
安
全
に
通
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
た
め
、
婚
礼
の
た
め
の
下
向
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。
正
室
を
迎
え
る
宿

場
で
は
、幕
府
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
馳
走
が
求
め
ら
れ
た
が
、幕
府
は
基
本
的
に
は
「
万

端
軽
く
」
と
い
う
方
針
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
な
か
で
は
、道
筋
の
清
掃
（
キ
ヨ
メ
）

が
最
重
要
で
、
道
筋
を
清
め
た
と
い
う
意
味
で
、
手
桶
や
箒
、
盛
砂
は
必
要
不
可
欠

な
も
の
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
行
列
を
拝
見
す
る
作
法
も
定
め
ら
れ
、
寿
明
君
以
降
で

男
女
の
作
法
が
異
な
っ
た
。
こ
う
し
た
宿
に
課
し
た
馳
走
は
、
将
軍
家
の
権
威
を
誇

示
す
る
た
め
の
空
間
を
演
出
さ
せ
、
そ
こ
を
通
行
す
る
行
列
を
拝
見
さ
せ
る
こ
と
に

大
き
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

将
軍
家
正
室
の
下
向
を
描
い
た
婚
礼
行
列
絵
巻
は
、
現
存
で
四
例
し
か
確
認
で
き

な
い
が
、
そ
の
中
で
二
例
を
比
較
し
た
。
婚
礼
行
列
絵
巻
は
、
正
室
が
「
御
」
と
朱

傘
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
本
陣
・
宿
場
が
典
型
的
な
構
図
で
、
拝
見
す
る
人
々
は

女
性
や
子
供
が
特
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
景
勝
地
に
は
寝
覚
の
床
と
諏
訪
湖

が
描
か
れ
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
確
認
で
き
た
。
さ
ら
に
、「
有
君
絵
巻
」
の
一
部

は
『
木
曽
路
名
所
図
会
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
が
高
く
、「
楽
宮
絵
巻
」
も
含
め
、

現
存
す
る
婚
礼
行
列
絵
巻
に
は
何
ら
か
の
底
本
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
将
軍
の
正
室
に
か
か
わ
る
婚
礼
や
宿
場
の
動
向
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、

本
稿
で
は
個
別
の
事
実
確
認
に
留
ま
る
の
み
と
な
っ
た
。
ま
た
、
楽
宮
と
有
君
の
み

の
限
定
的
な
事
例
し
か
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
将
軍
家
の
正
室
に
か
か
わ
る

婚
礼
を
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
課
題
は
多
い
。
さ

ら
に
、
本
稿
で
は
比
較
し
な
か
っ
た
が
、「
中
山
道
御
下
向
之
図
」
に
は
、「
楽
宮
絵

巻
」
と
同
一
の
構
図
が
見
ら
れ
、底
本
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。
こ
れ
ら
の
分
析
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
附
記
）「
有
君
之
御
方
御
下
向
御
行
列
図
」
の
調
査
に
あ
た
り
、
所
蔵
先
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
大
久
保
純
一
氏
と
森
谷
文
子
氏
に
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
。
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【
註
】

１　

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
『
江
戸
の
街
道
を
ゆ
く
～
将
軍
と
姫
君
の
旅
路
～
』
二
〇
一
九

２　

松
尾
美
恵
子
「
将
軍
御
台
所
と
生
母
の
位
置
―
叙
位
・
贈
位
を
め
ぐ
っ
て
」
公
益
財
団
法
人

德
川
記
念
財
団
・
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
『
企
画
展 

幕
末
の
江
戸
城
大
奥
』
二
〇
一
三

３　

山
本
博
文
『
徳
川
将
軍
家
の
結
婚
』
文
春
新
書 

二
〇
〇
五

４　

柳
田
直
美
「
将
軍
家
の
婚
姻
―
将
軍
正
室
と
姫
君
の
入
輿
―
」『
徳
川
将
軍
家
の
婚
礼
』
公

益
財
団
法
人
德
川
記
念
財
団 

二
〇
一
七

５　

久
保
貴
子
『
近
世
朝
廷
の
運
営
』
岩
田
書
院 

一
九
九
八
、山
口
和
夫
「
霊
元
院
政
に
つ
い
て
」

今
谷
明
・
高
埜
利
彦
編
『
中
近
世
の
宗
教
と
国
家
』
岩
田
書
院 

一
九
九
八
（
後
に
山
口
和
夫

『
近
世
日
本
政
治
史
と
朝
廷
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
七
に
所
収
）

６　

こ
こ
で
は
、
篤
姫
の
婚
礼
に
か
か
わ
る
も
の
を
列
挙
す
る
。
徳
永
和
喜
『
天
璋
院
篤
姫
』

新
人
物
往
来
社　

二
〇
〇
七
、
畑
尚
子
『
幕
末
の
大
奥 

天
璋
院
と
薩
摩
藩
』
岩
波
新
書 

二
〇
〇
七
、N

H
K

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
編
『
天
璋
院
篤
姫
展
』
二
〇
〇
八

７　

和
宮
の
婚
礼
や
街
道
に
関
す
る
研
究
は
広
範
囲
に
渡
り
、
筆
者
も
拾
え
切
れ
な
い
ほ
ど
数

多
く
あ
る
。
特
に
こ
こ
で
は
、
主
要
研
究
の
他
、
下
向
の
際
の
街
道
の
様
子
を
述
べ
た
も

の
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
主
要
な
研
究
と
し
て
は
、
武
部
敏
夫
『
和
宮
』
吉
川
弘
文

館　

一
九
六
五
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
編
『
皇
女
和
宮 

―
幕
末
の
朝
廷
と
幕
府
―
』

一
九
九
七
、
辻
ミ
チ
子
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
和
宮
―
後
世
ま
で
清
き
名
を
残
し
た
く

候
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房　

二
〇
〇
八
、
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
編
『
皇
女
和
宮

と
中
山
道
』　

二
〇
一
一

８　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
『
行
列
で
見
る
近
世
―
武
士
と
異
国
と
祭
礼
と
』
二
〇
一
二
、
久

留
島
浩
「
有
君
之
御
方
御
下
向
御
行
列
之
図
」『
歴
博
』
一
八
一　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

二
〇
一
三

９　

た
だ
し
、
五
代
綱
吉
は
館
林
藩
主
時
代
、
六
代
家
宣
は
甲
府
藩
主
時
代
、
八
代
吉
宗
は
紀
州

藩
主
時
代
、
十
五
代
慶
喜
は
一
橋
家
時
代
に
婚
礼
を
行
っ
て
い
る
。

10　

徳
永
和
喜 

前
掲
６

11　
「
基
煕
公
記
」
正
徳
五
年
七
月
九
日
条　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
請
求
番
号
：
二
〇
七
三

―
一
七
五
）

12　

平
井
誠
二
「
前
期
幕
藩
制
の
天
皇
」
永
原
慶
二
編
『
講
座
前
近
代
の
天
皇
二
―
天
皇
権
力
の

構
造
と
展
開
そ
の
二
』
青
木
書
店 

一
九
九
三
、
久
保
貴
子 

前
掲
５

13　
「
五
十
宮
下
向
事
」
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
函
架
番
号
：
三
五
三
・
一
五
九
）

14　

宮
家
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
並
木
昌
史
「
有
栖
川
宮
家
の
江
戸
時
代
―
初
代
好
仁
親
王
か
ら

八
代
幟
仁
親
王
ま
で
―
」
中
部
日
本
放
送
株
式
会
社
編
『
宮
廷
の
雅
―
有
栖
川
宮
家
か
ら
高

松
宮
家
へ
―
』
二
〇
一
一
に
依
っ
た
。

15　

石
井
良
助
編
『
徳
川
禁
令
考　

前
集
第
一
』
創
文
社　

一
九
五
九

16　

高
柳
真
三
・
石
井
良
助
編
『
御
触
書
天
保
集
成 

上
』
岩
波
書
店 

一
九
四
一
、「
幕
府
祚
胤
伝
」

『
徳
川
諸
家
系
譜
』
第
二　

続
群
書
類
従
完
成
会 

一
九
七
四

　
　

た
だ
し
、「
幕
府
祚
胤
伝
」
は
宮
家
出
身
で
も
「
姫
君
」
と
し
て
い
る
が
、そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。

17　

十
代
家
治
に
嫁
い
だ
五
十
宮
の
事
例
で
、
摂
政
の
一
条
道
香
が
、
伏
見
宮
貞
建
親
王
の
御
簾

中
・
秋
子
内
親
王
と
呼
称
が
紛
ら
わ
し
い
た
め
、
朝
廷
内
に
お
い
て
は
「
五
十
宮
」
と
称
し

た
い
と
の
願
い
を
出
し
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
た
。（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近

世
史
料　

廣
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記 

四
』
一
九
九
七　

宝
暦
四
年
二
月
十
二
日
条
）

18　
「
有
栖
川
宮
御
家
系
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
請
求
番
号
：
二
〇
七
五
―
一
二
一
三
）

19　

久
保
貴
子
「
楽
宮
（
浄
観
院
）」
竹
内
誠
・
深
井
雅
海
・
松
尾
美
恵
子
編
『
大
奥
事
典
』
東

京
堂
出
版 

二
〇
一
五

20　
「
有
栖
川
宮
日
記
」
享
和
三
年
十
一
月
十
一
日
条　

吉
岡
眞
之
・
藤
井
譲
治
・
岩
壁
義
光
監

修
『
有
栖
川
宮
実
録　

第
十
巻　

織
仁
親
王
実
録
（
二
）』
ゆ
ま
に
書
房 

二
〇
一
九

21　

吉
成
香
澄
「
将
軍
姫
君
の
婚
礼
の
変
遷
と
文
化
期
御
守
殿
入
用
：
尾
張
藩
淑
姫
御
守
殿
を
事

例
と
し
て
」『
学
習
院
史
学
』
四
十
七　

二
〇
〇
九

22　
「
有
栖
川
宮
日
記
」
一
七
四
巻　

文
化
元
年
二
月
二
十
七
日
条　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
函
架

番
号
：
有
栖
・
五
〇
八
〇
・
〇
〇
〇
七
）

23　

岩
壁
義
光
監
修
『
近
世
有
栖
川
宮
歴
代
行
実
集
成
五　

織
仁
親
王
行
実
』
ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
一
二

24　
「
有
栖
川
宮
日
記
」
一
七
四
巻　

文
化
元
年
五
月
八
日
条　

前
掲
22

25　
「
有
栖
川
宮
日
記
」
享
和
三
年
八
月
十
一
日
条　

吉
岡
眞
之
・
藤
井
譲
治
・
岩
壁
義
光
監
修
『
有

栖
川
宮
実
録　

第
十
三
巻　

織
仁
親
王
実
録
（
五
）』
ゆ
ま
に
書
房　

二
〇
一
九

26　
「
忠
良
公
記
」
文
化
元
年
八
月
二
十
七
日
条　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
（
請
求
番
号
：

二
〇
七
三
―
八
九
）

27　

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
編
『
皇
女
和
宮
と
中
山
道
』
前
掲
７

28　

畑
尚
子
前
掲
６

29　
『
御
触
書
天
保
集
成　

上
』
七
三
二
号　

前
掲
16

30　
「
有
栖
川
宮
日
記
」
享
和
三
年
八
月
十
一
日
条　

前
掲
25

31　

久
留
島
浩
「
盛
砂
・
蒔
砂
・
飾
り
手
桶
・
箒
―
近
世
に
お
け
る
「
馳
走
」
の
一
つ
と
し
て
」『
史

学
雑
誌
』
第
九
五
編
八
号 

一
九
八
六



東京都江戸東京博物館紀要　第10号（2020）

（45）― 214 ―

32　

恵
那
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
恵
那
市
史
』
史
料
編　

一
九
七
六

33　

久
留
島
浩 

前
掲
31

34　

一
色
史
彦「
た
て
す
な
考
」太
田
博
太
郎
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
刊
行
会『
日
本
建
築
の
特
質
』

中
央
公
論
美
術
出
版 

一
九
七
六

35　

久
留
島
浩 
前
掲
31

36　

長
坂
良
宏
『
近
世
の
摂
家
と
朝
幕
関
係
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
八

37　

高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」『
日
本
史
研
究
』
三
一
九　

一
九
八
九
（
後
に
同
『
近

世
の
朝
廷
と
宗
教
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
四
に
所
収
）

38　

児
玉
幸
多
編
『
近
世
交
通
史
料
集
九　

幕
府
法
令
下
』
七
四
六
号　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九

39　
『
近
世
交
通
史
料
集
九　

幕
府
法
令
下
』
八
〇
〇
号 

前
掲
38

40　

将
軍
家
の
姫
君
が
大
名
家
へ
嫁
ぐ
場
合
は
、
女
性
と
子
供
は
行
列
を
見
物
す
る
こ
と
を
許
可

さ
れ
て
い
る
が
、
家
長
以
外
の
十
五
歳
以
上
の
男
性
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。（『
御
触
書
天
保

集
成 

上
』
前
掲
16
）

41　
『
御
触
書
天
保
集
成　

上
』
七
〇
〇
号　

前
掲
16

42　

波
多
野
富
信
編
「
中
山
道
交
通
史
料
集
二　

御
触
書
の
部
」
吉
川
弘
文
館　

一
九
八
四

43　
『
皇
女
和
宮
と
中
山
道
』
前
掲
７

44　

朝
倉
治
彦
・
柏
川
修
一
編
『
守
貞
謾
稿
』
東
京
堂
出
版 

一
九
九
二

45　

例
え
ば
、
紀
州
徳
川
家
に
入
輿
し
た
十
代
家
治
の
養
女
・
種
姫
の
行
列
を
描
い
た
行
列
絵
巻

を
見
る
と
、
輿
の
後
ろ
か
ら
朱
傘
が
差
し
掛
か
け
ら
れ
、
こ
の
傘
は
「
御
日
傘
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

46　

徳
川
美
術
館
『
徳
川
美
術
館
蔵
品
抄
七　

婚
礼
』
一
九
九
一

47　
『
中
津
川
市
史
』
中
巻
別
編　

一
九
七
九

48　

久
留
島
浩 

前
掲
８

49　

安
中
市
史
刊
行
委
員
会
編
『
安
中
市
史
』
第
二
巻 

通
史
編　

二
〇
〇
三




